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神
戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要　

五
十
一
巻　

一

－

一
七　
　

二
〇
一
八

一

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

　
　
　
　
序
、

　

藤
村
は
、
詩
人
、
小
説
家
と
し
て
名
高
い
が
、
詩
、
小
説
を
書
く
一
方
で
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
を
通
し
て
随
筆
を
書
き
続
け
た
。
藪
禎
子
氏
は
、
藤
村
は
「
出
色
の
随

想
家
」
で
あ
り
、
感
想
集
紀
行
文
集
が
全
著
述
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
近
く
、
他
作
家

に
比
べ
て
比
重
が
高
い
と
指
摘
し
て
い（

１
）る

。
藤
村
の
随
筆
研
究
は
、
日
本
近
代
文
学

に
お
け
る
随
筆
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
文
学
史
を
捉
え
直
す
こ

と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
藤
村
の
随
筆
研
究
は
少

な
い
。
そ
の
原
因
は
大
き
く
見
れ
ば
、
従
来
の
日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
小
説
偏
重

で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
藤
村
に
つ
い
て
は
、
随
筆
の
研
究
基
盤
そ
の
も
の
が
整

っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

藤
村
の
随
筆
に
つ
い
て
は
、
そ
の
核
と
い
う
べ
き
六
冊
の
感
想
集
所
収
作
品
の
初

出
す
ら
未
詳
の
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
。
各
感
想
集
は
五
〇
〜
七
〇
程
度
の
比
較
的

短
い
篇
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
初
出
新
聞
雑
誌
に
発
表
さ
れ

た
文
章
を
集
め
て
作
ら
れ（

２
）た

の
で
初
出
調
査
は
容
易
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
初
出

未
詳
で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
が
発
表
時
、
誰
に
向
か
っ
て
書
か
れ
た
の
か
も
不
明

だ
っ
た
の
で
あ
る
。『
藤
村
全
集
』（
筑
摩
書
房　

一
九
五
六
〜
一
九
七
一
）
に
お
け

る
感
想
集
の
「
解
題
」
に
各
篇
の
解
題
は
な
い
。
初
出
の
明
ら
か
な
篇
の
初
出
が
、

全
集
収
録
順
で
な
く
初
出
発
表
順
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。
浦
西
和
彦
氏
が
、
こ
れ
で

は
ど
の
篇
が
初
出
未
詳
な
の
か
わ
か
ら
ず
、
初
出
未
詳
の
多
い
こ
と
を
お
お
い
隠
す

記
載
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い（

３
）る

。

　

日
本
近
代
文
学
の
個
人
全
集
の
「
解
題
」
に
は
通
例
、
作
品
が
は
じ
め
て
発
表
さ

れ
た
初
出
の
新
聞
雑
誌
に
お
け
る
本
文
（
自
筆
原
稿
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
る
）
と
、

そ
れ
を
作
家
が
改
稿
し
て
刊
行
し
た
単
行
本
に
お
け
る
本
文
な
ど
と
を
比
較
し
た
、

校
異
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
作
品
の
成
立
過
程
を
知
り
、
本
文
を
確
定
し
、
研
究
を

行
う
た
め
に
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。『
藤
村
全
集
』
に
お
い
て
、
初
出
未
詳
の
多

い
感
想
集
に
は
校
異
も
な
い
。
単
行
本
化
の
際
の
削
除
・
脱
落
部
分
に
は
、
重
要
な

情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
抹
消
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
。『
藤
村
全
集
』
の
中
で
も
不
備
の
目
立
つ
の
が
感
想
集
な
の
で
あ
る
。
藤
村

の
随
筆
研
究
の
基
盤
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
感
想
集
の
初
出
を
明
ら
か
に
し

て
校
異
を
作
成
し
、
作
品
が
誰
に
向
か
っ
て
書
か
れ
、
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
一

　

神
戸
市
須
磨
区
に
は
、
須
磨
の
地
を
舞
台
と
し
た
古
典
文
学
に
ち
な
む
地
名
が
多

い
。
た
と
え
ば
青
葉（

１
）・

一
ノ
谷
は
『
平
家
物
語
』
の
一
ノ
谷
の
合
戦
、
桜
木
・
若
木

は
『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
の
光
源
氏
謫
居
、
松
風
・
村
雨
は
謡
曲
「
松
風
」
に
登
場

す
る
女
性
の
名
前
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
、
命
名
者

―
一
人
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
―
の
文
学
へ
の
造
詣
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
し
か
も

そ
の
命
名
に
到
る
ま
で
の
経
緯
は
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。
地
名
一
つ
一
つ
の
由
来
解

明
は
、
こ
の
地
と
文
学
と
の
関
わ
り
を
知
る
こ
と
に
な
り
、
人
々
が
こ
の
地
に
抱
い

て
き
た
思
い
に
光
を
当
て
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
地
名
と
文
学
と
の

関
連
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
―
も
と
よ
り
歴
史
と
の
関
わ
り
も
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い

―
、
須
磨
の
地
名
の
一
つ
「
月
見
山
」
の
背
後
に
あ
る
文
学
作
品
を
指
摘
し
て
、
命

名
の
経
緯
を
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
の
地
名
の
由
来
は
、
古
く
平
安
時
代
に
ま
で
溯

り
、
爾
来
近
世
・
近
代
へ
と
つ
づ
く
、
文
学
や
そ
の
周
辺
で
育
ま
れ
た
文
化
の
営
み

を
顧
み
た
上
で
よ
う
や
く
明
ら
か
と
な
る
。
お
も
に
文
学
作
品
を
挙
げ
な
が
ら
、
命

名
へ
の
過
程
を
た
ど
っ
て
行
き
た
い
。

　
　
　
　
二

　

須
磨
観
光
協
会
が
発
行
す
る
小
冊
子
「
須
磨
歴
史
紀
行
」（
二
〇
一
三
年
一
〇
月

発
行
）
の
史
跡
ガ
イ
ド
は
、「
須
磨
離
宮
公
園
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し

て
い
る
。

…
…
須
磨
離
宮
公
園
の
あ
る
東
・
西
須
磨
の
境
の
高
台
は
、
か
つ
て
月
見
山
と

い
わ
れ
、『
源
氏
物
語
』
光
源
氏
の
モ
デ
ル
の
一
人
で
あ
る
在
原
行
平
が
、
都

で
の
月
見
を
懐
か
し
ん
だ
場
所
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
…
…（
傍
線
稿
者
）

「
月
見
山
」
は
、「
在
原
行
平
が
、
都
で
の
月
見
を
懐
か
し
ん
だ
場
所
」
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
と
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
伝
え
が
何
に
も
と
づ
く
の
か
は
示
し
て
い
な
い
。
行

平
（
八
一
八
〜
八
九
三
）
は
須
磨
の
地
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な

話
で
は
あ
る
。『
源
氏
物
語
』（
須
磨
）
に
は
、

お
は
す
べ
き
所
は
、
行
平
の
中
納
言
の
、
藻も

塩し
ほ

垂
れ
つ
つ
わ
び
け
る
家い

へ

居ゐ

近
き

わ
た
り
な
り
け
り
。
海
づ
ら
は
や
や
入
り
て
、
あ
は
れ
に
す
ご
げ
な
る
山
中
な

り
。

と
、
光
源
氏
の
須
磨
に
お
け
る
居
所
は
、
行
平
が
わ
び
住
ま
い
を
し
て
い
た
所
に
近

　
　
　

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者 

―
―
初
出
と
校
異
よ
り
―
―

 

永　
　

渕　
　

朋　
　

枝

論
　
文
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二

永　

渕　

朋　

枝

　

本
稿
は
、藤
村
の
一
冊
目
の
感
想
集
『
新
片
町
よ
り
』
に
つ
い
て
全
集
収
録
順
に
、

初
出
な
ど
に
関
わ
る
事
項
と
校
異
に
つ
い
て
記
し
、
そ
こ
か
ら
初
期
の
藤
村
の
随
筆

に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。『
新
片
町
よ
り
』
は
、
佐
久
良
書
房
か
ら
「
文

芸
入
門
第
一
篇
」
と
し
て
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
二
三
日
に
発
行
さ

れ（
４
）た

。『
藤
村
全
集
』
第
六
巻
（
以
下
「
全
集
」
と
記
し
、
全
集
頁
を
カ
ッ
コ
内
に

漢
数
字
で
記
す
）
は
こ
れ
を
底
本
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
単
行
本
は
総
ル
ビ
、
全

集
は
パ
ラ
ル
ビ
で
あ
る
。
藤
村
が
感
想
集
を
ど
の
よ
う
に
作
り
始
め
た
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
校
異
は
詳
し
く
記
す
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
、
単
行
本
本
文
や
単

行
本
刊
行
後
の
再
録
状
況
を
記
す
。

　
　
　
　
凡
例

　

一 

、『
新
片
町
よ
り
』
の
篇
の
題
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
し
、全
集
の
頁
を
付
す
。「
解

題
」
に
初
出
記
載
の
あ
る
篇
に
は
「
□
」
を
付
す

　

二 

、
初
出
の
紙
誌
、
発
行
年
月
日
、（　

）
内
に
巻
号
、
原
題
、
ル
ビ
の
記
載
な
ど

を
記
す
。

　

三 

、藤
村
の
感
想
集
は
、一
つ
の
標
題
を
も
つ
初
出
本
文
が
単
行
本（
全
集
）で
別
々

の
篇
題
を
持
つ
複
数
の
篇
に
分
け
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
分
け
ら
れ
た
篇

が
並
ん
で
い
る
場
合
は
、
ま
と
め
て
初
出
に
関
わ
る
事
項
を
記
す
。
離
れ
て
い

る
場
合
は
改
め
て
記
す
。

　

四 

、
藤
村
の
感
想
集
は
、
複
数
の
初
出
紙
誌
の
本
文
を
合
わ
せ
て
一
篇
に
し
て
い

る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
初
出
本
文
の
範
囲
を
全
集
の
頁
行
に
よ
っ
て

記
す
。

　

五 

、
頁
（
漢
数
字
）・
行
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）
を
記
し
、
全
集
本
文
と
、
そ
の
下
に

初
出
本
文
を
記
し
て
、「
↑
」
に
よ
っ
て
改
稿
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。「
／
」
は
、

本
文
中
の
改
行
箇
所
を
示
し
、「
／
／
」
は
同
行
に
二
箇
所
異
同
の
あ
る
こ
と

を
示
す
。
必
要
に
応
じ
て
、「（
↑
単
行
本
本
文
）」
を
全
集
本
文
と
初
出
本
文

と
の
間
に
入
れ
る
。

　

六 

、
初
出
本
文
と
全
集
本
文
に
つ
い
て
の
異
同
は
、
主
要
な
も
の
に
限
っ
て
記
す
。

原
則
、
仮
名
遣
い
・
送
り
仮
名
・
外
国
語
の
表
記
・
句
読
点
・
ル
ビ
・
圏
点
・

カ
ッ
コ
・
段
落
一
字
下
げ
・
ほ
ぼ
同
義
の
漢
字
仮
名
表
記
の
異（

５
）同

に
つ
い
て
は

記
さ
な
い
。
明
ら
か
に
初
出
本
文
の
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
記

さ
な
い
が
、
全
集
及
び
単
行
本
の
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
記
し
、
校
訂
本

文
に
つ
い
て
〔　

〕
の
中
に
記
す
。

　

七 

、漢
字
は
、原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、初
出
が
総
ル
ビ
の
場
合
は
、

適
宜
パ
ラ
ル
ビ
に
改
め
た
。

序
（
三
頁
）

　

単
行
本
で
書
き
下
ろ
さ
れ
、
目
次
の
前
に
「
序
」
と
し
て
掲
載
。
単
行
本
は
総
ル

ビ
で
あ
る
が
、「
序
」
の
み
ル
ビ
な
し
。

浅
間
の
麓
（
五
頁
）

　

明
治
四
二
年
五
月
一
九
日
発
行
の
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
一
面
に
同
題
で
掲
載
（
署

名
は
「
嶋
崎
藤
村
」）。
初
出
総
ル
ビ
。

　

六
６　

気
が
狂ち

が

つ
た　

↑
気
が
フ
レ
た

三

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

　

七
11　

沈お
ち
つ
い着

た　

↑
単
純
な

　

七
15　

 

似
て
居
る
。
／
小
諸
義
塾　

↑
似
て
居
る
。
／
露ろ

　
し
　
あ
　

西
亜
の
小
説
家
ツ
ル
ゲ

ネ
フ
は
ハ
ム
レ
ツ
ト
を
評
し
て
、
激
し
く
動
揺
し
た
精
神
で
あ
る
と
言
つ

た
。
現
代
の
日
本
の
青
年
に
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
の
如
き
性
格
を
見
出
す
こ
と

は
、
左
程
困
難
で
も
な
か
ら
う
。
斯
う
い
ふ
時
代
に
も
、
一
方
に
は
土
屋

君
の
や
う
な
沈お

ち
つ
　着

い
た
、
物
に
動
か
さ
れ
な
い
、
そ
し
て
徳
の
あ
る
人
が
、

浅
間
の
麓
に
隠
れ
て
、商
工
学
校
の
教
師
な
ど
を
し
て
居
る
か
と
思
へ
ば
、

面
白
い
。
／
小
諸
義
塾　
（
初
出
の
句
点
は
白
ゴ
マ
点
）

　

八
１
、八
２　

莢さ
や
ゑ
ん
ど
う

豌
豆　

↑
雪ゆ

き
わ
れ割

吾
国
民
性
の
欠
点
（
八
頁
）
□

　

明
治
四
〇
年
一
月
一
五
日
発
行
の
『
新
潮
』（
６
―
１
）「
雑
録
」
欄
に
同
題
で
掲

載
。
初
出
は
談
話
体
で
末
尾
に
「（
談
話
）」
と
あ
り
、
ル
ビ
な
し
。

　

八
11　

 

見
よ
、
仏フ

ラ
ン
ス

蘭
西
人
の
芸
術
に
対
す
る
情
熱
も
、
独ド

イ
ツ逸

人
の
哲
学
も
、
乃
至　

↑
御
覧
な
さ
い
、
仏
蘭
西
人
の
情
熱
あ
る
『
ロ
オ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
』
も
、

独
逸
の
人
の
芸
術
的
思
想
と
哲
学
も
、
そ
れ
か
ら

　

九
１　

斯
く
し
て　

↑
斯
う
い
ふ
風
に
し
て

　

九
５　

外
国
人
の
精
神
と
か
思
想
と
か
を　

↑
外
国
の
文
明
と
か
精
神
感
情
と
か
を

ル
ウ
ソ
オ
の
『
懺
悔
』
中
に
見
出
し
た
る
自
己
（
九
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
五
月
一
日
発
行
の
『
秀
才
文
壇
』（
９
―
10
）
に
「
ル
ウ
ソ
オ
の
『
懺
悔
』

中
に
見
出
し
た
る
自
己
」
の
題
で
掲
載
。
小
池
健
男
氏
が
「
解
題
」
の
三
月
で
は
な

く
五
月
の
掲
載
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し（

６
）た

。
初
出
総
ル
ビ
。
ル
ッ
ソ
オ
著
・
石
川
戯

庵
訳
『
懺
悔
録　

後
篇
』（
大
日
本
図
書　

大
正
元
年
）
の
跋
と
し
て
再
録
さ
れ
た
。

同
書
は
原
文
か
ら
の
初
の
完
訳
本
で
、
上
田
敏
と
森
鷗
外
の
序
が
あ
る
。

　

九
12　

村
山
鳥
逕
君
の
細
君
の
兄
さ
ん
に
あ
た
る　

↑
村
山
鳥
逕
君
の
兄
さ
ん
の

　

九
14　

 

そ
れ
を
貸
し
て
貰
つ
て
、読
ん
だ
。　

↑
そ
れ
を
頼
ん
で
貸
し
て
貰
つ
て
、

一
夏
か
ゝ
つ
て
読
ん
だ
。

　

一
一
２　

同
じ
だ
。　

↑
同
じ
や
う
な
処
が
あ
る
。

　

一
一
13　

出
来
る
。　

↑
出
来
る
や
う
な
気
が
す
る
。

放
浪
者
（
一
二
頁
）
□

　

明
治
四
一
年
九
月
一
五
日
発
行
の
『
文
章
世
界
』（
３
―
12
）「
雑
録
」
欄
に
「
浅

草
に
て
筆
を
執
り
つ
ゝ
あ
り
し
時
」
の
題
で
掲
載
。
同
欄
「
初
対
面
観
」
に
掲
げ
ら

れ
た
七
名
の
訪
問
記
に
も
「
島
崎
藤
村
氏
（
天
火
）」
が
あ
る
。
初
出
総
ル
ビ
。

　

一
二
９　

 

お
茶
を
出
し
、
他よ

　
そ
　所

か
ら
貰
つ
た
菓
子
な
ど
を
侑す

ゝ

め
た
。　

↑
お
茶
な

ん
か
出
し
、
他よ

　
そ
　所

か
ら
貰
つ
た
菓
子
な
ん
ぞ
侑す

ゝ

め
た
。

　

一
二
12　

 

女
子
供
が　

↑
女
子
供
な
ん
か
　ゞ
　

／
／
親
戚
の
娘
な
ぞ
は
、　

↑

親
戚
の
娘
な
ん
か
、（
以
下
、一
四
８
、一
四
15
、
八
二
７
の
「
な
ぞ
」
も
、

初
出
は
「
な
ん
か
」）

　

一
二
14　

 

見
え
た
。
／
そ
の
人
が　

↑
見
え
た
。
先
づ
私
は
心
を
動
か
さ
れ
た
。

／
そ
の
人
が

　

一
三
６　

 

若
い
人
で　

↑
若
い
人
で
も
つ
て　
　

／
／
話
し
込
ん
だ
。　

↑
話
し

込
ん
ぢ
や
つ
た
。
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二

永　

渕　

朋　

枝

　

本
稿
は
、藤
村
の
一
冊
目
の
感
想
集
『
新
片
町
よ
り
』
に
つ
い
て
全
集
収
録
順
に
、

初
出
な
ど
に
関
わ
る
事
項
と
校
異
に
つ
い
て
記
し
、
そ
こ
か
ら
初
期
の
藤
村
の
随
筆

に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。『
新
片
町
よ
り
』
は
、
佐
久
良
書
房
か
ら
「
文

芸
入
門
第
一
篇
」
と
し
て
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
九
月
二
三
日
に
発
行
さ

れ（
４
）た

。『
藤
村
全
集
』
第
六
巻
（
以
下
「
全
集
」
と
記
し
、
全
集
頁
を
カ
ッ
コ
内
に

漢
数
字
で
記
す
）
は
こ
れ
を
底
本
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
単
行
本
は
総
ル
ビ
、
全

集
は
パ
ラ
ル
ビ
で
あ
る
。
藤
村
が
感
想
集
を
ど
の
よ
う
に
作
り
始
め
た
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
校
異
は
詳
し
く
記
す
。
ま
た
必
要
に
応
じ
て
、
単
行
本
本
文
や
単

行
本
刊
行
後
の
再
録
状
況
を
記
す
。

　
　
　
　
凡
例

　

一 

、『
新
片
町
よ
り
』
の
篇
の
題
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
し
、全
集
の
頁
を
付
す
。「
解

題
」
に
初
出
記
載
の
あ
る
篇
に
は
「
□
」
を
付
す

　

二 

、
初
出
の
紙
誌
、
発
行
年
月
日
、（　

）
内
に
巻
号
、
原
題
、
ル
ビ
の
記
載
な
ど

を
記
す
。

　

三 

、藤
村
の
感
想
集
は
、一
つ
の
標
題
を
も
つ
初
出
本
文
が
単
行
本（
全
集
）で
別
々

の
篇
題
を
持
つ
複
数
の
篇
に
分
け
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
分
け
ら
れ
た
篇

が
並
ん
で
い
る
場
合
は
、
ま
と
め
て
初
出
に
関
わ
る
事
項
を
記
す
。
離
れ
て
い

る
場
合
は
改
め
て
記
す
。

　

四 

、
藤
村
の
感
想
集
は
、
複
数
の
初
出
紙
誌
の
本
文
を
合
わ
せ
て
一
篇
に
し
て
い

る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
初
出
本
文
の
範
囲
を
全
集
の
頁
行
に
よ
っ
て

記
す
。

　

五 

、
頁
（
漢
数
字
）・
行
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）
を
記
し
、
全
集
本
文
と
、
そ
の
下
に

初
出
本
文
を
記
し
て
、「
↑
」
に
よ
っ
て
改
稿
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。「
／
」
は
、

本
文
中
の
改
行
箇
所
を
示
し
、「
／
／
」
は
同
行
に
二
箇
所
異
同
の
あ
る
こ
と

を
示
す
。
必
要
に
応
じ
て
、「（
↑
単
行
本
本
文
）」
を
全
集
本
文
と
初
出
本
文

と
の
間
に
入
れ
る
。

　

六 

、
初
出
本
文
と
全
集
本
文
に
つ
い
て
の
異
同
は
、
主
要
な
も
の
に
限
っ
て
記
す
。

原
則
、
仮
名
遣
い
・
送
り
仮
名
・
外
国
語
の
表
記
・
句
読
点
・
ル
ビ
・
圏
点
・

カ
ッ
コ
・
段
落
一
字
下
げ
・
ほ
ぼ
同
義
の
漢
字
仮
名
表
記
の
異（

５
）同

に
つ
い
て
は

記
さ
な
い
。
明
ら
か
に
初
出
本
文
の
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
記

さ
な
い
が
、
全
集
及
び
単
行
本
の
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
記
し
、
校
訂
本

文
に
つ
い
て
〔　

〕
の
中
に
記
す
。

　

七 

、漢
字
は
、原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、初
出
が
総
ル
ビ
の
場
合
は
、

適
宜
パ
ラ
ル
ビ
に
改
め
た
。

序
（
三
頁
）

　

単
行
本
で
書
き
下
ろ
さ
れ
、
目
次
の
前
に
「
序
」
と
し
て
掲
載
。
単
行
本
は
総
ル

ビ
で
あ
る
が
、「
序
」
の
み
ル
ビ
な
し
。

浅
間
の
麓
（
五
頁
）

　

明
治
四
二
年
五
月
一
九
日
発
行
の
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
一
面
に
同
題
で
掲
載
（
署

名
は
「
嶋
崎
藤
村
」）。
初
出
総
ル
ビ
。

　

六
６　

気
が
狂ち

が

つ
た　

↑
気
が
フ
レ
た

三

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

　

七
11　

沈お
ち
つ
い着

た　

↑
単
純
な

　

七
15　

 

似
て
居
る
。
／
小
諸
義
塾　

↑
似
て
居
る
。
／
露ろ

　
し
　
あ
　

西
亜
の
小
説
家
ツ
ル
ゲ

ネ
フ
は
ハ
ム
レ
ツ
ト
を
評
し
て
、
激
し
く
動
揺
し
た
精
神
で
あ
る
と
言
つ

た
。
現
代
の
日
本
の
青
年
に
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
の
如
き
性
格
を
見
出
す
こ
と

は
、
左
程
困
難
で
も
な
か
ら
う
。
斯
う
い
ふ
時
代
に
も
、
一
方
に
は
土
屋

君
の
や
う
な
沈お

ち
つ
　着

い
た
、
物
に
動
か
さ
れ
な
い
、
そ
し
て
徳
の
あ
る
人
が
、

浅
間
の
麓
に
隠
れ
て
、商
工
学
校
の
教
師
な
ど
を
し
て
居
る
か
と
思
へ
ば
、

面
白
い
。
／
小
諸
義
塾　
（
初
出
の
句
点
は
白
ゴ
マ
点
）

　

八
１
、八
２　

莢さ
や
ゑ
ん
ど
う

豌
豆　

↑
雪ゆ

き
わ
れ割

吾
国
民
性
の
欠
点
（
八
頁
）
□

　

明
治
四
〇
年
一
月
一
五
日
発
行
の
『
新
潮
』（
６
―
１
）「
雑
録
」
欄
に
同
題
で
掲

載
。
初
出
は
談
話
体
で
末
尾
に
「（
談
話
）」
と
あ
り
、
ル
ビ
な
し
。

　

八
11　

 

見
よ
、
仏フ

ラ
ン
ス

蘭
西
人
の
芸
術
に
対
す
る
情
熱
も
、
独ド

イ
ツ逸

人
の
哲
学
も
、
乃
至　

↑
御
覧
な
さ
い
、
仏
蘭
西
人
の
情
熱
あ
る
『
ロ
オ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
』
も
、

独
逸
の
人
の
芸
術
的
思
想
と
哲
学
も
、
そ
れ
か
ら

　

九
１　

斯
く
し
て　

↑
斯
う
い
ふ
風
に
し
て

　

九
５　

外
国
人
の
精
神
と
か
思
想
と
か
を　

↑
外
国
の
文
明
と
か
精
神
感
情
と
か
を

ル
ウ
ソ
オ
の
『
懺
悔
』
中
に
見
出
し
た
る
自
己
（
九
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
五
月
一
日
発
行
の
『
秀
才
文
壇
』（
９
―
10
）
に
「
ル
ウ
ソ
オ
の
『
懺
悔
』

中
に
見
出
し
た
る
自
己
」
の
題
で
掲
載
。
小
池
健
男
氏
が
「
解
題
」
の
三
月
で
は
な

く
五
月
の
掲
載
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し（

６
）た

。
初
出
総
ル
ビ
。
ル
ッ
ソ
オ
著
・
石
川
戯

庵
訳
『
懺
悔
録　

後
篇
』（
大
日
本
図
書　

大
正
元
年
）
の
跋
と
し
て
再
録
さ
れ
た
。

同
書
は
原
文
か
ら
の
初
の
完
訳
本
で
、
上
田
敏
と
森
鷗
外
の
序
が
あ
る
。

　

九
12　

村
山
鳥
逕
君
の
細
君
の
兄
さ
ん
に
あ
た
る　

↑
村
山
鳥
逕
君
の
兄
さ
ん
の

　

九
14　

 

そ
れ
を
貸
し
て
貰
つ
て
、読
ん
だ
。　

↑
そ
れ
を
頼
ん
で
貸
し
て
貰
つ
て
、

一
夏
か
ゝ
つ
て
読
ん
だ
。

　

一
一
２　

同
じ
だ
。　

↑
同
じ
や
う
な
処
が
あ
る
。

　

一
一
13　

出
来
る
。　

↑
出
来
る
や
う
な
気
が
す
る
。

放
浪
者
（
一
二
頁
）
□

　

明
治
四
一
年
九
月
一
五
日
発
行
の
『
文
章
世
界
』（
３
―
12
）「
雑
録
」
欄
に
「
浅

草
に
て
筆
を
執
り
つ
ゝ
あ
り
し
時
」
の
題
で
掲
載
。
同
欄
「
初
対
面
観
」
に
掲
げ
ら

れ
た
七
名
の
訪
問
記
に
も
「
島
崎
藤
村
氏
（
天
火
）」
が
あ
る
。
初
出
総
ル
ビ
。

　

一
二
９　

 

お
茶
を
出
し
、
他よ

　
そ
　所

か
ら
貰
つ
た
菓
子
な
ど
を
侑す

ゝ

め
た
。　

↑
お
茶
な

ん
か
出
し
、
他よ

　
そ
　所

か
ら
貰
つ
た
菓
子
な
ん
ぞ
侑す

ゝ

め
た
。

　

一
二
12　

 

女
子
供
が　

↑
女
子
供
な
ん
か
　ゞ
　

／
／
親
戚
の
娘
な
ぞ
は
、　

↑

親
戚
の
娘
な
ん
か
、（
以
下
、一
四
８
、一
四
15
、
八
二
７
の
「
な
ぞ
」
も
、

初
出
は
「
な
ん
か
」）

　

一
二
14　

 

見
え
た
。
／
そ
の
人
が　

↑
見
え
た
。
先
づ
私
は
心
を
動
か
さ
れ
た
。

／
そ
の
人
が

　

一
三
６　

 
若
い
人
で　

↑
若
い
人
で
も
つ
て　
　

／
／
話
し
込
ん
だ
。　

↑
話
し

込
ん
ぢ
や
つ
た
。
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四

永　

渕　

朋　

枝

　

一
三
９　

 

其
人
が
自
分
の
身
上
を
話
し
に
行
つ
た　

↑
其
人
は
自
分
の
身み

の
う
へ上

の
話

を
し
て
金
を
呉
れ
ろ
と
言
つ
た

　

一
三
10　

思
つ
た
。
私
が　

↑
思
つ
た
の
で
、
私
が

　

一
三
17　

飾
も
な
い
と
こ
ろ　

↑
飾
も
な
い
と
い
ふ
と
こ
ろ

　

一
四
３　

自
分
は
死
ぬ　

↑
自
分
も
死
ぬ

老
婆
と
孫
（
一
六
頁
）
□

　

以
下
、「
老
婆
と
孫
」「
静
坐
の
努
力
」「
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
」「
煩
悶
者
」「
モ
デ
ル
」

「
放
浪
者
」
の
六
篇
は
一
括
し
て
、
明
治
四
二
年
四
月
一
五
日
発
行
の
『
文
章
世
界
』

（
４
│
５
）「
本
欄
」
に
「
新
片
町
よ
り
」
の
題
で
掲
載
。
初
出
に
各
篇
の
題
は
な
く
、

二
行
空
き
に
な
っ
て
い
る
。
初
出
総
ル
ビ
。

静
坐
の
努
力
（
一
七
頁
）
□

モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
（
一
七
頁
）
□                

煩
悶
者
（
一
九
頁
）
□

　

一
九
６　

住
職
の
声
は　

↑
住
職
は
声
は

モ
デ
ル
（
二
○
頁
）
□

　

二
〇
３　

遊
も
て
あ
そば

れ　
（
↑
遊あ

そ

ば
れ
）　

↑
遊あ

そ

ば
れ　
〔
ル
ビ
不
要
〕

　

二
一
５　

馬
場
君
、
丸
山
君　

↑
孤
蝶
氏
、
晩
霞
氏

　

二
一
７　

見
る
稽
古　
（
↑
見
る
稽
古
）　

↑
視
る
稽
古

放
浪
者
（
二
一
頁
）
□

　

二
一
13　

 

い
つ
ぞ
や
あ
る
若
い
放
浪
者
の
来
た
こ
と
を
言
つ
た
が
、　

↑
い
つ
ぞ

や
、『
浅
草
に
て
筆
を
執
り
つ
ゝ
あ
り
し
時
』
と
い
ふ
題
で
、
あ
る
若

い
放
浪
者
の
話
を
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
。

　

二
二
13　

グ
シ
ヤ
〳
〵
に　

↑
ク
シ
ヤ
〳
〵
に

　

二
二
18　

伝
記
と
か
、
日
記
と
か
に　

↑
伝
記
と
か
、
自
伝
と
か
、
日
記
と
か
に

　

二
三
４　

礼
を　

↑
丁
寧
に
礼
を

『
博
多
小
女
郎
浪
枕
』
を
舞
台
の
上
に
見
て
（
二
三
頁
）
□

　

明
治
三
九
年
一
〇
月
一
日
発
行
の
『
早
稲
田
文
学
』（
10
号
）「
本
欄
」
に
「
博
多

小
女
郎
浪
枕
を
舞
台
の
上
に
見
て
」
の
題
で
掲
載
。
同
号
「
彙
報
」
欄
は
、「
小
説

壇
の
新
気
運
」
と
し
て
、
藤
村
『
破
戒
』、
国
木
田
独
歩
『
運
命
』、
夏
目
漱
石
『
漾

虚
集
』
を
挙
げ
、「
文
壇
の
視
聴
を
動
か
し
た
」『
破
戒
』
を
一
三
頁
近
く
取
り
上
げ

て
い
る
。
本
文
に
「
今
話
し
た
通
り
だ
」（
二
七
16
）、「
こ
ゝ
ま
で
話
し
て
来
て
」

（
二
九
11
）
と
あ
り
、
初
出
は
談
話
体
、
ル
ビ
な
し
。

　

二
五
１　

 

本
郷
の
唐
澤
君
、
銀
座
の
細
川
君
、
巣
鴨
の
武
林
君
、
上
村
君
、
小
山

内
君
、
そ
れ
か
ら
大
久
保
の
戸
川
君
、
村
山
君　

↑
本
郷
の
唐
澤
さ
ん

（
以
下
「
村
山
さ
ん
」
ま
で
、
初
出
は
「
君
」
で
は
な
く
「
さ
ん
」）

　

二
五
３　

 

暇
は
な
か
つ
た
。
そ
れ
に
蒸
熱
い　

↑
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お

ま
け
に
蒸
熱
い

　

二
六
４　

面
白
半
分
に　

↑
洒
落
に

　

二
六
５　

苦
痛
に
乏
し
か
つ
た
。　

↑
元
禄
風
に
見
え
て
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
六
17　

出
没
す
る
者
で　

↑
出
没
す
る
の
で

　

二
九
13　

こ
の
話　

↑
私
の
話

五

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

　

二
九
17　

彼
は　

↑
あ
の
人
は

　

三
〇
４　

 

今
の
世
に
元
禄
と
言
へ
ば
、
風
俗　

↑
今
は
元
禄
風
流
行
の
世
で
、
よ

く
風
俗

印
象
主
義
と
作
物
（
三
○
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
三
月
一
五
日
発
行
の
『
文
章
世
界
』（
４
―
４
）「
本
欄
」
に
同
題
で

掲
載
。「
印
象
主
義
の
研
究
」
の
総
題
で
、
永
井
荷
風
「
仏
国
に
於
け
る
印
象
派
」

な
ど
三
篇
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
初
出
段
落
一
字
目
の
「
○
」
は
単
行
本
で
削
除
さ

れ
、
段
落
間
が
一
行
空
け
ら
れ
た
。
初
出
総
ル
ビ
。

　

三
一
６　

そ
れ
は　

↑
そ
れ
を

　

三
一
12　

私
は
感
心
し
た
。　

↑
自
分
は
感
じ
た
。　

　

三
二
７　

 

印
象
の
単
純
と
清
新
と
は
同
時
に
心
理
の
深
い
解
剖
で
で
も
あ
る
や
う

な
作
は
な
か
ら
う
か
。　

↑
印
象
の
単
純
と
清
新
と
に
兼
ぬ
る
に
、
心

理
的
の
深
刻
を
以
て
し
た
作
は
な
か
ら
う
か
。

　

三
二
11　

話
し
合
つ
た
こ
と
だ
。　

↑
話
し
て
笑
つ
た
こ
と
だ
。

　

三
二
14　

印
象
派
風
に
描
き
表
は
さ
う
と
し
た
絵
画　

↑
印
象
派
風
の
絵
画

写
生
（
三
三
頁
）
□

　

明
治
四
〇
年
三
月
一
五
日
発
行
の
『
文
章
世
界
』（
２
―
３
）「
談
叢
」
欄
に
「
写

生
雑
感
」
の
題
で
掲
載
。「
写
生
と
写
生
文
」
の
総
題
で
、
高
浜
虚
子
「
写
生
文
の

由
来
と
そ
の
意
義
」、
三
宅
克
己
「
余
の
踏
め
る
写
生
の
段
階
」
な
ど
八
篇
と
共
に

掲
載
さ
れ
た
。
初
出
段
落
冒
頭
一
字
下
げ
の
次
の
「
▲
」
は
単
行
本
で
削
除
さ
れ
、

段
落
間
が
一
行
空
け
ら
れ
た
。
初
出
は
談
話
体
、
総
ル
ビ
。

　

三
三
３　

岩
村
氏　

↑
岩
村
さ
ん

　

三
三
８　

視
る
と
い
ふ
こ
と
は　

↑
視
る
な
ん
て
こ
と
は

　

三
三
10　

 

一
時
私
は
写
生
帳
を
作
つ
て
、
日
記
風
に
つ
け
て
見
た
。　

↑
自
分
の

写
生
帳
は
日
記
風
に
つ
け
る
こ
と
に
し
て
居
り
ま
し
た
が
、

　

三
四
３　

 

私
が
信
州
に
居
る
頃
は
、
よ
く
雲
の
日
記
な
ぞ
を
つ
け
て
見
た
が
、
斯

う
し
て　

↑
元
来
自
分
は
愚
鈍
な
人
間
で
、
ヘ
マ
な
こ
と
ば
か
り
多
い

為
に
い
つ
も
冷
汗
を
流
し
た
り
自
分
を
責
め
た
り
し
て
居
る
の
で
す

が
、

書
斎
と
光
線
（
三
五
頁
）
□

　

明
治
三
九
年
一
一
月
一
五
日
発
行
の
『
文
章
世
界
』（
１
―
９
）「
談
叢
」
欄
に
同

題
で
掲
載
。「
作
家
と
著
作
」
の
総
題
で
、
夏
目
漱
石
「
余
の
『
草
枕
』」、
徳
田
秋

声
「
真
の
社
会
小
説
」
な
ど
六
篇
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
初
出
は
談
話
体
、総
ル
ビ
。

　

三
五
６　

 

光
線
な
ぞ
は
奈ど

う何
で
も
可
い
、
と
一
概
に
言
ふ
人
が
あ
る
か
も
知
れ
ん

が
、　

↑
光
線
な
ん
ざ
あ
奈ど

う何
で
も
可い

い
な
ん
て
、
笑
ふ
人
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

　

三
六
１　

倦
み
易
い
。　

↑
倦
み
易
く
は
有
り
ま
す
ま
い
か
。

　

三
六
９
、
三
六
15　

日
本
風
の
家
屋　

↑
家
屋

　

三
六
12　

屋そ

外と　
（
↑
屋を

く
ゞ
わ
い

外
）　

↑
屋を

く
ゞ
わ
い

外　
〔
ル
ビ
不
要
〕

　

三
六
19　

巌
窟
の
や
う
な
西
洋
造
は　

↑
西
洋
造
は
廂
の
浅
い
か
は
り
に
、

　

三
八
９　

例
の
寒
国　

↑
御
承
知
の
寒か

ん
こ
く国
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四

永　

渕　

朋　

枝

　

一
三
９　

 

其
人
が
自
分
の
身
上
を
話
し
に
行
つ
た　

↑
其
人
は
自
分
の
身み

の
う
へ上

の
話

を
し
て
金
を
呉
れ
ろ
と
言
つ
た

　

一
三
10　

思
つ
た
。
私
が　

↑
思
つ
た
の
で
、
私
が

　

一
三
17　

飾
も
な
い
と
こ
ろ　

↑
飾
も
な
い
と
い
ふ
と
こ
ろ

　

一
四
３　

自
分
は
死
ぬ　

↑
自
分
も
死
ぬ

老
婆
と
孫
（
一
六
頁
）
□

　

以
下
、「
老
婆
と
孫
」「
静
坐
の
努
力
」「
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
」「
煩
悶
者
」「
モ
デ
ル
」

「
放
浪
者
」
の
六
篇
は
一
括
し
て
、
明
治
四
二
年
四
月
一
五
日
発
行
の
『
文
章
世
界
』

（
４
│
５
）「
本
欄
」
に
「
新
片
町
よ
り
」
の
題
で
掲
載
。
初
出
に
各
篇
の
題
は
な
く
、

二
行
空
き
に
な
っ
て
い
る
。
初
出
総
ル
ビ
。

静
坐
の
努
力
（
一
七
頁
）
□

モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
（
一
七
頁
）
□                

煩
悶
者
（
一
九
頁
）
□

　

一
九
６　

住
職
の
声
は　

↑
住
職
は
声
は

モ
デ
ル
（
二
○
頁
）
□

　

二
〇
３　

遊
も
て
あ
そば

れ　
（
↑
遊あ

そ

ば
れ
）　

↑
遊あ

そ

ば
れ　
〔
ル
ビ
不
要
〕

　

二
一
５　

馬
場
君
、
丸
山
君　

↑
孤
蝶
氏
、
晩
霞
氏

　

二
一
７　

見
る
稽
古　
（
↑
見
る
稽
古
）　

↑
視
る
稽
古

放
浪
者
（
二
一
頁
）
□

　

二
一
13　

 

い
つ
ぞ
や
あ
る
若
い
放
浪
者
の
来
た
こ
と
を
言
つ
た
が
、　

↑
い
つ
ぞ

や
、『
浅
草
に
て
筆
を
執
り
つ
ゝ
あ
り
し
時
』
と
い
ふ
題
で
、
あ
る
若

い
放
浪
者
の
話
を
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
。

　

二
二
13　

グ
シ
ヤ
〳
〵
に　

↑
ク
シ
ヤ
〳
〵
に

　

二
二
18　

伝
記
と
か
、
日
記
と
か
に　

↑
伝
記
と
か
、
自
伝
と
か
、
日
記
と
か
に

　

二
三
４　

礼
を　

↑
丁
寧
に
礼
を

『
博
多
小
女
郎
浪
枕
』
を
舞
台
の
上
に
見
て
（
二
三
頁
）
□

　

明
治
三
九
年
一
〇
月
一
日
発
行
の
『
早
稲
田
文
学
』（
10
号
）「
本
欄
」
に
「
博
多

小
女
郎
浪
枕
を
舞
台
の
上
に
見
て
」
の
題
で
掲
載
。
同
号
「
彙
報
」
欄
は
、「
小
説

壇
の
新
気
運
」
と
し
て
、
藤
村
『
破
戒
』、
国
木
田
独
歩
『
運
命
』、
夏
目
漱
石
『
漾

虚
集
』
を
挙
げ
、「
文
壇
の
視
聴
を
動
か
し
た
」『
破
戒
』
を
一
三
頁
近
く
取
り
上
げ

て
い
る
。
本
文
に
「
今
話
し
た
通
り
だ
」（
二
七
16
）、「
こ
ゝ
ま
で
話
し
て
来
て
」

（
二
九
11
）
と
あ
り
、
初
出
は
談
話
体
、
ル
ビ
な
し
。

　

二
五
１　

 

本
郷
の
唐
澤
君
、
銀
座
の
細
川
君
、
巣
鴨
の
武
林
君
、
上
村
君
、
小
山

内
君
、
そ
れ
か
ら
大
久
保
の
戸
川
君
、
村
山
君　

↑
本
郷
の
唐
澤
さ
ん

（
以
下
「
村
山
さ
ん
」
ま
で
、
初
出
は
「
君
」
で
は
な
く
「
さ
ん
」）

　

二
五
３　

 

暇
は
な
か
つ
た
。
そ
れ
に
蒸
熱
い　

↑
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お

ま
け
に
蒸
熱
い

　

二
六
４　

面
白
半
分
に　

↑
洒
落
に

　

二
六
５　

苦
痛
に
乏
し
か
つ
た
。　

↑
元
禄
風
に
見
え
て
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
六
17　

出
没
す
る
者
で　

↑
出
没
す
る
の
で

　

二
九
13　

こ
の
話　

↑
私
の
話

五

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

　

二
九
17　

彼
は　

↑
あ
の
人
は

　

三
〇
４　

 

今
の
世
に
元
禄
と
言
へ
ば
、
風
俗　

↑
今
は
元
禄
風
流
行
の
世
で
、
よ

く
風
俗

印
象
主
義
と
作
物
（
三
○
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
三
月
一
五
日
発
行
の
『
文
章
世
界
』（
４
―
４
）「
本
欄
」
に
同
題
で

掲
載
。「
印
象
主
義
の
研
究
」
の
総
題
で
、
永
井
荷
風
「
仏
国
に
於
け
る
印
象
派
」

な
ど
三
篇
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
初
出
段
落
一
字
目
の
「
○
」
は
単
行
本
で
削
除
さ

れ
、
段
落
間
が
一
行
空
け
ら
れ
た
。
初
出
総
ル
ビ
。

　

三
一
６　

そ
れ
は　

↑
そ
れ
を

　

三
一
12　

私
は
感
心
し
た
。　

↑
自
分
は
感
じ
た
。　

　

三
二
７　

 

印
象
の
単
純
と
清
新
と
は
同
時
に
心
理
の
深
い
解
剖
で
で
も
あ
る
や
う

な
作
は
な
か
ら
う
か
。　

↑
印
象
の
単
純
と
清
新
と
に
兼
ぬ
る
に
、
心

理
的
の
深
刻
を
以
て
し
た
作
は
な
か
ら
う
か
。

　

三
二
11　

話
し
合
つ
た
こ
と
だ
。　

↑
話
し
て
笑
つ
た
こ
と
だ
。

　

三
二
14　

印
象
派
風
に
描
き
表
は
さ
う
と
し
た
絵
画　

↑
印
象
派
風
の
絵
画

写
生
（
三
三
頁
）
□

　

明
治
四
〇
年
三
月
一
五
日
発
行
の
『
文
章
世
界
』（
２
―
３
）「
談
叢
」
欄
に
「
写

生
雑
感
」
の
題
で
掲
載
。「
写
生
と
写
生
文
」
の
総
題
で
、
高
浜
虚
子
「
写
生
文
の

由
来
と
そ
の
意
義
」、
三
宅
克
己
「
余
の
踏
め
る
写
生
の
段
階
」
な
ど
八
篇
と
共
に

掲
載
さ
れ
た
。
初
出
段
落
冒
頭
一
字
下
げ
の
次
の
「
▲
」
は
単
行
本
で
削
除
さ
れ
、

段
落
間
が
一
行
空
け
ら
れ
た
。
初
出
は
談
話
体
、
総
ル
ビ
。

　

三
三
３　

岩
村
氏　

↑
岩
村
さ
ん

　

三
三
８　

視
る
と
い
ふ
こ
と
は　

↑
視
る
な
ん
て
こ
と
は

　

三
三
10　

 

一
時
私
は
写
生
帳
を
作
つ
て
、
日
記
風
に
つ
け
て
見
た
。　

↑
自
分
の

写
生
帳
は
日
記
風
に
つ
け
る
こ
と
に
し
て
居
り
ま
し
た
が
、

　

三
四
３　

 

私
が
信
州
に
居
る
頃
は
、
よ
く
雲
の
日
記
な
ぞ
を
つ
け
て
見
た
が
、
斯

う
し
て　

↑
元
来
自
分
は
愚
鈍
な
人
間
で
、
ヘ
マ
な
こ
と
ば
か
り
多
い

為
に
い
つ
も
冷
汗
を
流
し
た
り
自
分
を
責
め
た
り
し
て
居
る
の
で
す

が
、

書
斎
と
光
線
（
三
五
頁
）
□

　

明
治
三
九
年
一
一
月
一
五
日
発
行
の
『
文
章
世
界
』（
１
―
９
）「
談
叢
」
欄
に
同

題
で
掲
載
。「
作
家
と
著
作
」
の
総
題
で
、
夏
目
漱
石
「
余
の
『
草
枕
』」、
徳
田
秋

声
「
真
の
社
会
小
説
」
な
ど
六
篇
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
初
出
は
談
話
体
、総
ル
ビ
。

　

三
五
６　

 

光
線
な
ぞ
は
奈ど

う何
で
も
可
い
、
と
一
概
に
言
ふ
人
が
あ
る
か
も
知
れ
ん

が
、　

↑
光
線
な
ん
ざ
あ
奈ど

う何
で
も
可い

い
な
ん
て
、
笑
ふ
人
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

　

三
六
１　

倦
み
易
い
。　

↑
倦
み
易
く
は
有
り
ま
す
ま
い
か
。

　

三
六
９
、
三
六
15　

日
本
風
の
家
屋　

↑
家
屋

　

三
六
12　

屋そ

外と　
（
↑
屋を

く
ゞ
わ
い

外
）　

↑
屋を

く
ゞ
わ
い

外　
〔
ル
ビ
不
要
〕

　

三
六
19　

巌
窟
の
や
う
な
西
洋
造
は　

↑
西
洋
造
は
廂
の
浅
い
か
は
り
に
、

　

三
八
９　

例
の
寒
国　

↑
御
承
知
の
寒か

ん
こ
く国
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六

永　

渕　

朋　
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北
村
透
谷
君　
（
三
九
頁
）
□

　

明
治
三
九
年
九
月
一
日
発
行
の
『
新
古
文
林
』（
２
│
11
）
に
「
明
治
文
士
の
悲

惨
な
る
最
後
の
状
況
」
の
総
題
で
、
斎
藤
緑
雨
・
原
抱
一
庵
・
平
尾
不
孤
・
北
村
透

谷
が
取
り
上
げ
ら
れ
、二
人
ず
つ
の
談
話
が
掲
載
さ
れ
た
。「（
四
）北
村
透
谷
君
」は
、

「
島
崎
藤
村
述
」
の
後
に
「
○
」
で
区
切
ら
れ
て
、「
戸
川
残
花
談
」
が
続
い
て
い
る
。

初
出
は
談
話
体
、
総
ル
ビ
。

　

三
九
５　

 

早
い
も
の
だ
。
北
村
君
が
亡
く
な
つ
て
か
ら
最
早
十
五
年
目
に
成
る
。　

↑
早
い
も
の
で
す
な
あ
。
北
村
君
が
亡
く
な
つ
て
か
ら
最
早
十
二
年
目

に
成
り
ま
す
よ
。

　

三
九
12　

あ
の
煙
草
屋
へ
は　

↑
私
な
ぞ
は

　

四
〇
３　

 

母
御
か
ら
享
け
継
い
だ
も
の
ら
し
い
。
父
御
は　

↑
母
親
さ
ん
か
ら
享う

　

け
継
い
だ
も
の
ら
し
い
の
で
す
。
父
親
さ
ん
で
す
か
、
父
親
さ
ん
は

　

四
〇
４　

 

人
だ
と
記
憶
し
て
居
る
。
久
保
田
米
僊
氏
の
門
に
学
ん
だ
画
家
の
丸
山

古
香
君
、
あ
の
人
は
透
谷
君
の
弟
だ
が
其
弟
の
方
が
丸
山
の
名
跡
を
襲

ふ
こ
と
に
な
り
、
兄
さ
ん
の
透
谷
君
は
北
村
を
継
い
だ
の
だ
と
い
ふ
こ

と
だ
つ
た
。
言
は
ゞ
本
家
分
家
の
形
だ
。
私
も
よ
く
は
知
ら
ん
が
、
な

ん
で
も
丸
山
は
北
村
の
叔
父
さ
ん
の
家
だ
と
か
言
つ
た
。　

↑
父
親
さ

ん
だ
と
記
憶
し
て
居
ま
す
。
当
時
御ご

　
い
ん
で
ん

院
殿
に
住
ん
で
居
ら
れ
る
画
家
の

丸ま
る

山や
ま

古こ

香こ
う

君
、
あ
の
人
は
透
谷
君
の
弟
で
す
が
其
弟
の
方
が
実
家
を
継

ぐ
こ
と
に
な
り
、
兄
さ
ん
の
透
谷
君
は
別
に
北
村
の
名
跡
を
襲
つ
た
の

だ
と
い
ふ
こ
と
で
し
た
。
言
は
ゞ
分
家
の
か
た
ち
で
す
な
。
私
も
よ
く

は
知
り
ま
せ
ん
が
、
な
ん
で
も
北
村
は
叔
父
さ
ん
の
家
だ
と
か
言
ひ
ま

し
た
よ
。

　

四
〇
８　

お
美
那
さ
ん　

↑
お
皆
さ
ん

　

四
〇
11　

婦
人　

↑
才
女

　

四
〇
18　

顕
れ
て
居
る
。　

↑
顕
れ
て
居
る
と
思
ひ
ま
す
。

　

四
一
１　

三
年
ば
か
り　

↑
僅
か
二
年
間

青
年
の
書
（
四
二
頁
）

　

以
下
、「
青
年
の
書
」「
単
純
な
る
心
」「
ミ
レ
エ
の
言
葉
」「『
運
命
』
の
著
者
」「
新

生
」「
精
神
の
自
由
と
肉
体
の
自
由
」「
教
育
の
分
業
法
」「
健
全
、不
健
全
」「
一
日
」

「
憐
む
べ
き
も
の
」「
凌
霄
葉
蘭
」「
今
」「
日
記
」「
面
白
く
思
ふ
こ
と
」「
外
面
と
内

面
」「
無
智
の
悲
哀
」「
言
葉
」「
自
信
あ
る
人
」「
専
門
家
」「
涙
と
汗
」
の
二
〇
篇

は
一
括
し
て
、明
治
四
二
年
六
月
一
〇
日
発
行
の
『
中
学
世
界
』（
12
―
７
）
に
「
新

片
町
よ
り
」
の
題
で
掲
載
。
初
出
に
各
篇
の
題
名
は
な
く
、「
○
」
で
区
切
ら
れ
て

い
る
。
初
出
に
は
、
後
出
の
「
愛
」（
六
七
頁
）
の
元
と
な
っ
た
一
区
切
り
の
文
章

が
あ
り
、
下
記
「
四
四
６
」「
五
〇
５
」
に
記
載
し
た
初
出
の
「
○
」
で
区
切
ら
れ

た
文
章
は
単
行
本
で
削
除
さ
れ
た
。
初
出
総
ル
ビ
。

単
純
な
る
心
（
四
二
頁
）

　

四
二
８　

 

持
ち
た
い
。
そ
し
て
複
雑　

↑
持
ち
た
い
。「
生
の
単
純
」
を
得
た
い
。

斯
く
し
て
複
雑

　

四
二
９　

単
純
な
る
心　

↑
単
純
な
心

　

四
三
２　

 

今
の
時
に
あ
た
つ
て
、
単
純
な
る
心
を
持
つ
の
は
実
に
難
い
。　

↑
今

七

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

の
時
は
、
吾わ

れ
ら
　儕

の
生
涯
を
愈
よ
複
雑
に
導
き
つ
ゝ
あ
る
。

ミ
レ
エ
の
言
葉
（
四
三
頁
）

『
運
命
』
の
著
者
（
四
三
頁
）

新
生
（
四
四
頁
）

　

四
四
６　

 

惨
澹
た
る
も
の
で
あ
る
。　

↑
惨
澹
た
る
も
の
で
あ
る
。
／
○
／
新
し

き
も
の
必
ず
し
も
誇
れ
な
い
。
旧ふ

る

い
時
代
の
人
は
ダ
メ
だ
と
言
つ
て
ケ

ナ
し
て
も
、
新
し
き
時
代
の
人
は
必
ず
頼
み
甲
斐
あ
る
と
言
へ
る
で
あ

ら
う
か
。

精
神
の
自
由
と
肉
体
の
自
由　
（
四
四
頁
）

教
育
の
分
業
法
（
四
五
頁
）

健
全
、
不
健
全
（
四
五
頁
）

一
日
（
四
六
頁
）

憐
む
べ
き
も
の
（
四
六
頁
）

　

四
六
５　

 

知
ら
な
か
つ
た
。　

↑
知
ら
な
か
つ
た
。
／
○
／
（
六
七
頁
「
愛
」
の

元
と
な
っ
た
文
章
）

凌
霄
葉
蘭
（
四
七
頁
）

　

四
七
２　

凌の
う
ぜ
ん
は
ら
ん

霄
葉
蘭　

↑
「
ノ
ウ
ゼ
ン
ハ
ラ
ン
」
と
や
ら

　

四
七
４　

凌
霄
葉
蘭　

↑
「
ノ
ウ
ゼ
ン
ハ
ラ
ン
」

今
（
四
七
頁
）

　

四
七
８　

暴
進
的　

↑
急
進
的

　

四
七
８　

で
あ
る
―
―
政
治
に
、
教
育
に
、
文
学
に
、
家
庭
に
。　

↑
で
あ
る
。

日
記
（
四
八
頁
）

面
白
く
思
ふ
こ
と
（
四
八
頁
）

外
面
と
内
面
（
四
九
頁
）

　

四
九
２　

 

人
の
行
為
は
軈や

が

て
内
部
的
生
命
の
光
景
で
あ
る
。
イ
ブ
セ
ン　

↑
外
面

の
描
写
は
軈や

が

て
内
面
の
描
写
で
あ
る
。
イ
ブ
セ
ン

無
智
の
悲
哀
（
四
九
頁
）

言
葉
（
五
〇
頁
）

自
信
あ
る
人
（
五
〇
頁
）

　

五
〇
５　

 

だ
と
思
ふ
。　

↑
だ
と
思
ふ
。
／
○
／
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
紙

は
ど
う
い
ふ
も
の
か
書
く
気
に
成
れ
な
い
。
書
か
な
く
て
も
い
ゝ
や
う

な
手
紙
は
そ
の
く
せ
ズ
ン
〳
〵
書
け
る
。

専
門
家
（
五
一
頁
）

涙
と
汗
（
五
一
頁
）

イ
ブ
セ
ン
の
足
跡
（
五
二
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
一
月
一
日
発
行
の
『
新
天
地
』（
２
│
１
）「
論
叢
」
欄
に
同
題
で
掲

載
。「
イ
ブ
セ
ン
研
究
」
の
総
題
で
、柳
田
国
男
「
イ
ブ
セ
ン
雑
感
」、戸
川
秋
骨
「
近

代
的
思
想
」
な
ど
七
篇
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
初
出
パ
ラ
ル
ビ
。

　

五
二
10　

批
評
家
も
あ
る
や
う
だ
が
、　

↑
批
評
家
も
あ
る
さ
う
だ
が
、

ト
ル
ス
ト
イ
（
五
三
頁
）
□

　

以
下
、「
ト
ル
ス
ト
イ
」・「
批
評
」・「
仏
蘭
西
に
あ
る
友
人
の
消
息
」
の
前
半
・「
チ

エ
ホ
フ
」
の
順
に
四
篇
一
括
し
て
、
明
治
四
一
年
一
二
月
一
日
『
早
稲
田
文
学
』
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北
村
透
谷
君　
（
三
九
頁
）
□

　

明
治
三
九
年
九
月
一
日
発
行
の
『
新
古
文
林
』（
２
│
11
）
に
「
明
治
文
士
の
悲

惨
な
る
最
後
の
状
況
」
の
総
題
で
、
斎
藤
緑
雨
・
原
抱
一
庵
・
平
尾
不
孤
・
北
村
透

谷
が
取
り
上
げ
ら
れ
、二
人
ず
つ
の
談
話
が
掲
載
さ
れ
た
。「（
四
）北
村
透
谷
君
」は
、

「
島
崎
藤
村
述
」
の
後
に
「
○
」
で
区
切
ら
れ
て
、「
戸
川
残
花
談
」
が
続
い
て
い
る
。

初
出
は
談
話
体
、
総
ル
ビ
。

　

三
九
５　

 

早
い
も
の
だ
。
北
村
君
が
亡
く
な
つ
て
か
ら
最
早
十
五
年
目
に
成
る
。　

↑
早
い
も
の
で
す
な
あ
。
北
村
君
が
亡
く
な
つ
て
か
ら
最
早
十
二
年
目

に
成
り
ま
す
よ
。

　

三
九
12　

あ
の
煙
草
屋
へ
は　

↑
私
な
ぞ
は

　

四
〇
３　

 

母
御
か
ら
享
け
継
い
だ
も
の
ら
し
い
。
父
御
は　

↑
母
親
さ
ん
か
ら
享う

　

け
継
い
だ
も
の
ら
し
い
の
で
す
。
父
親
さ
ん
で
す
か
、
父
親
さ
ん
は

　

四
〇
４　

 

人
だ
と
記
憶
し
て
居
る
。
久
保
田
米
僊
氏
の
門
に
学
ん
だ
画
家
の
丸
山

古
香
君
、
あ
の
人
は
透
谷
君
の
弟
だ
が
其
弟
の
方
が
丸
山
の
名
跡
を
襲

ふ
こ
と
に
な
り
、
兄
さ
ん
の
透
谷
君
は
北
村
を
継
い
だ
の
だ
と
い
ふ
こ

と
だ
つ
た
。
言
は
ゞ
本
家
分
家
の
形
だ
。
私
も
よ
く
は
知
ら
ん
が
、
な

ん
で
も
丸
山
は
北
村
の
叔
父
さ
ん
の
家
だ
と
か
言
つ
た
。　

↑
父
親
さ

ん
だ
と
記
憶
し
て
居
ま
す
。
当
時
御ご

　
い
ん
で
ん

院
殿
に
住
ん
で
居
ら
れ
る
画
家
の

丸ま
る

山や
ま

古こ

香こ
う

君
、
あ
の
人
は
透
谷
君
の
弟
で
す
が
其
弟
の
方
が
実
家
を
継

ぐ
こ
と
に
な
り
、
兄
さ
ん
の
透
谷
君
は
別
に
北
村
の
名
跡
を
襲
つ
た
の

だ
と
い
ふ
こ
と
で
し
た
。
言
は
ゞ
分
家
の
か
た
ち
で
す
な
。
私
も
よ
く

は
知
り
ま
せ
ん
が
、
な
ん
で
も
北
村
は
叔
父
さ
ん
の
家
だ
と
か
言
ひ
ま

し
た
よ
。

　

四
〇
８　

お
美
那
さ
ん　

↑
お
皆
さ
ん

　

四
〇
11　

婦
人　

↑
才
女

　

四
〇
18　

顕
れ
て
居
る
。　

↑
顕
れ
て
居
る
と
思
ひ
ま
す
。

　

四
一
１　

三
年
ば
か
り　

↑
僅
か
二
年
間

青
年
の
書
（
四
二
頁
）

　

以
下
、「
青
年
の
書
」「
単
純
な
る
心
」「
ミ
レ
エ
の
言
葉
」「『
運
命
』
の
著
者
」「
新

生
」「
精
神
の
自
由
と
肉
体
の
自
由
」「
教
育
の
分
業
法
」「
健
全
、不
健
全
」「
一
日
」

「
憐
む
べ
き
も
の
」「
凌
霄
葉
蘭
」「
今
」「
日
記
」「
面
白
く
思
ふ
こ
と
」「
外
面
と
内

面
」「
無
智
の
悲
哀
」「
言
葉
」「
自
信
あ
る
人
」「
専
門
家
」「
涙
と
汗
」
の
二
〇
篇

は
一
括
し
て
、明
治
四
二
年
六
月
一
〇
日
発
行
の
『
中
学
世
界
』（
12
―
７
）
に
「
新

片
町
よ
り
」
の
題
で
掲
載
。
初
出
に
各
篇
の
題
名
は
な
く
、「
○
」
で
区
切
ら
れ
て

い
る
。
初
出
に
は
、
後
出
の
「
愛
」（
六
七
頁
）
の
元
と
な
っ
た
一
区
切
り
の
文
章

が
あ
り
、
下
記
「
四
四
６
」「
五
〇
５
」
に
記
載
し
た
初
出
の
「
○
」
で
区
切
ら
れ

た
文
章
は
単
行
本
で
削
除
さ
れ
た
。
初
出
総
ル
ビ
。

単
純
な
る
心
（
四
二
頁
）

　

四
二
８　

 

持
ち
た
い
。
そ
し
て
複
雑　

↑
持
ち
た
い
。「
生
の
単
純
」
を
得
た
い
。

斯
く
し
て
複
雑

　

四
二
９　

単
純
な
る
心　

↑
単
純
な
心

　

四
三
２　

 

今
の
時
に
あ
た
つ
て
、
単
純
な
る
心
を
持
つ
の
は
実
に
難
い
。　

↑
今

七

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

の
時
は
、
吾わ

れ
ら
　儕

の
生
涯
を
愈
よ
複
雑
に
導
き
つ
ゝ
あ
る
。

ミ
レ
エ
の
言
葉
（
四
三
頁
）

『
運
命
』
の
著
者
（
四
三
頁
）

新
生
（
四
四
頁
）

　

四
四
６　

 

惨
澹
た
る
も
の
で
あ
る
。　

↑
惨
澹
た
る
も
の
で
あ
る
。
／
○
／
新
し

き
も
の
必
ず
し
も
誇
れ
な
い
。
旧ふ

る

い
時
代
の
人
は
ダ
メ
だ
と
言
つ
て
ケ

ナ
し
て
も
、
新
し
き
時
代
の
人
は
必
ず
頼
み
甲
斐
あ
る
と
言
へ
る
で
あ

ら
う
か
。

精
神
の
自
由
と
肉
体
の
自
由　
（
四
四
頁
）

教
育
の
分
業
法
（
四
五
頁
）

健
全
、
不
健
全
（
四
五
頁
）

一
日
（
四
六
頁
）

憐
む
べ
き
も
の
（
四
六
頁
）

　

四
六
５　

 

知
ら
な
か
つ
た
。　

↑
知
ら
な
か
つ
た
。
／
○
／
（
六
七
頁
「
愛
」
の

元
と
な
っ
た
文
章
）

凌
霄
葉
蘭
（
四
七
頁
）

　

四
七
２　

凌の
う
ぜ
ん
は
ら
ん

霄
葉
蘭　

↑
「
ノ
ウ
ゼ
ン
ハ
ラ
ン
」
と
や
ら

　

四
七
４　

凌
霄
葉
蘭　

↑
「
ノ
ウ
ゼ
ン
ハ
ラ
ン
」

今
（
四
七
頁
）

　

四
七
８　

暴
進
的　

↑
急
進
的

　

四
七
８　

で
あ
る
―
―
政
治
に
、
教
育
に
、
文
学
に
、
家
庭
に
。　

↑
で
あ
る
。

日
記
（
四
八
頁
）

面
白
く
思
ふ
こ
と
（
四
八
頁
）

外
面
と
内
面
（
四
九
頁
）

　

四
九
２　

 

人
の
行
為
は
軈や

が

て
内
部
的
生
命
の
光
景
で
あ
る
。
イ
ブ
セ
ン　

↑
外
面

の
描
写
は
軈や

が

て
内
面
の
描
写
で
あ
る
。
イ
ブ
セ
ン

無
智
の
悲
哀
（
四
九
頁
）

言
葉
（
五
〇
頁
）

自
信
あ
る
人
（
五
〇
頁
）

　

五
〇
５　

 

だ
と
思
ふ
。　

↑
だ
と
思
ふ
。
／
○
／
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
紙

は
ど
う
い
ふ
も
の
か
書
く
気
に
成
れ
な
い
。
書
か
な
く
て
も
い
ゝ
や
う

な
手
紙
は
そ
の
く
せ
ズ
ン
〳
〵
書
け
る
。

専
門
家
（
五
一
頁
）

涙
と
汗
（
五
一
頁
）

イ
ブ
セ
ン
の
足
跡
（
五
二
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
一
月
一
日
発
行
の
『
新
天
地
』（
２
│
１
）「
論
叢
」
欄
に
同
題
で
掲

載
。「
イ
ブ
セ
ン
研
究
」
の
総
題
で
、柳
田
国
男
「
イ
ブ
セ
ン
雑
感
」、戸
川
秋
骨
「
近

代
的
思
想
」
な
ど
七
篇
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
初
出
パ
ラ
ル
ビ
。

　

五
二
10　

批
評
家
も
あ
る
や
う
だ
が
、　

↑
批
評
家
も
あ
る
さ
う
だ
が
、

ト
ル
ス
ト
イ
（
五
三
頁
）
□

　

以
下
、「
ト
ル
ス
ト
イ
」・「
批
評
」・「
仏
蘭
西
に
あ
る
友
人
の
消
息
」
の
前
半
・「
チ

エ
ホ
フ
」
の
順
に
四
篇
一
括
し
て
、
明
治
四
一
年
一
二
月
一
日
『
早
稲
田
文
学
』
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（
37
号
）「
論
説
」
欄
に
「
浅
草
よ
り
」
の
題
で
掲
載
。
初
出
に
各
篇
の
題
名
は
な
く
、

「
○
」
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
初
出
ル
ビ
な
し
。

　

五
三
９　

窺
へ
な
い
か
と
思
ふ
。　

↑
窺
へ
な
い
や
に
思
ふ
。

　

五
三
10　

 
引
て
あ
る
。
そ
れ
に
拠
る
と
、　
（
↑
引ひ

い

て
あ
る
。
そ
れ
に
拠
る
と
、）　

↑
引
い
て
あ
る
。
そ
の
語
に
、　
〔
引
い
て
あ
る
〕

　

五
三
11　

乏
し
い
と
し
て
あ
る　

↑
乏
し
い
と
評
し
て
あ
る

　

五
四
４　

 

観
が
あ
る
。　

↑
観
が
あ
るマ

マ自
分
は
、
彼
が
晩
年
に
書
い
た
も
の
ば
か

り
を
読
ん
で
、
彼
の
全
体
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
思
つ
て
居
る
。

批
評
（
五
四
頁
）
□

　

五
四
12　

 

批
評
家
の
態
度
も
変
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。　

↑
批
評
家
の
態
度
も
以
前
と

は
変
り
つ
ゝ
あ
る
。

チ
エ
ホ
フ
（
五
五
頁
）
□

　

五
五
９　

 

後
か
ら
自
分
の
こ
と
を
『
馬
鹿
！
』　

↑
後
か
ら
『
馬
鹿
！
』

仏
蘭
西
に
あ
る
友
人
の
消
息  

（
五
六
頁
）
□

　

明
治
四
一
年
一
二
月
一
日
『
早
稲
田
文
学
』（
37
号
）「
論
説
」
欄
に
「
浅
草
よ
り
」

の
題
で
、
前
出
の
「
批
評
」
と
「
チ
エ
ホ
フ
」
と
の
間
に
、
五
六
頁
二
行
目
か
ら

五
七
頁
一
一
行
目
ま
で
が
掲
載
さ
れ
た
。
初
出
ル
ビ
な
し
。
五
七
頁
一
二
行
目
「
是

は
有
島
君
」
以
降
最
後
ま
で
は
、
明
治
四
二
年
一
月
三
一
日
『
読
売
新
聞
』
日
曜
附

録
に
、「
仏
蘭
西
だ
よ
り　

M
. A

.

」
と
し
て
、
藤
村
の
前
文
を
付
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

「M
. A

.

」
は
、
有
島
壬
生
馬
（
生
馬
）
の
こ
と
で
あ
る
。
初
出
総
ル
ビ
。
全
集
「
解

題
」
で
は
前
者
の
み
が
初
出
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

五
六
２　

有
島
君　

↑
有
島
壬
生
馬
君 

　

五
七
３　

 

出
来
た
、
自
分
は　
（
↑
出
来
た
、
自
分
は
）　

↑
出
来
た
。
自
分
は　

〔
出
来
た
。〕

　

五
七
７　

画
家　

↑blauve 

　

五
七
12　

 

是
は
有
島
君
か
ら
来
た
今
年
の
消
息
で
あ
る
。
君
は
巴
里　

↑
是
は
仏

蘭
西
に
在
る
友
人
か
ら
来
た
最
近
の
消
息
で
あ
る
。M

. A
.

氏
は
巴ば

　
り
ー里

　

五
七
13　

 

正
月
と
し
て
あ
る
。
／
『
マ
ン
ト
ン
』　

↑
正
月
と
し
て
あ
る
。
書
中
、

私
信
に
関
す
る
部
分
だ
け
省
い
て
、
貴
紙
の
附
録
へ
寄
せ
る
こ
と
に
し

た
―
―
島
崎
生
附
記
。
／
『
マ
ン
ト
ン
』

　

五
八
２　

二
日　

↑
一
日

　

五
八
８　

昂
る　

↑
昇の

ぼ

る

　

五
八
10　

橄オ
リ
ー
ブ

欖
樹　
（
↑
橄か

ん
ら
ん
じ
ゅ

欖
樹
）　

↑
橄か

ん
ら
ん
じ
ゅ

欖
樹

　

五
九
５　

El Greco　
（
↑pel Greco

）　

↑pel Greco 

　

六
〇
14　

生
活
の　

↑
生せ

い
く
わ
つ

活
に

　

六
一
14　

veux　
（
↑venes

）　

↑venes 

批
評
（
六
二
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
三
月
一
日
発
行
の
『
新
潮
』（
10
―
３
）
に
「
批
評

に
つ
い
て
」
の
題
で
掲
載
。
末
尾
に
「（
談
）」
と
あ
り
、も
と
は
談
話
。
初
出
で
「
○
」

で
区
切
ら
れ
て
い
た
箇
所
が
、
単
行
本
で
は
一
行
空
け
ら
れ
た
。
初
出
ル
ビ
な
し
。

　

六
二
２　

 
去
年
十
二
月
の
早
稲
田
文
学
に
話
を
出
し
た
。
其
の
中
に
批
評　

↑
批

評
に
就
い
て
平
素
思
つ
て
居
る
こ
と
を
述
べ
よ
う
。
そ
れ
を
以
て
答
に

九

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

か
へ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
／
私
が
去
年
の
早
稲
田
文
学
十
二
月
号
に
、

「
浅
草
よ
り
」
と
云
ふ
漫
筆
を
書
い
た
。
其
の
中
に
も
批
評

　

六
二
２　

 『
ラ
ス
キ
ン
が　

↑
「
批
評
と
云
ふ
こ
と
を
考
へ
る
度
に
、
自
分
は
ラ

ス
キ
ン
を
思
ひ
出
す
。
ラ
ス
キ
ン
が

　

六
二
４　

徳
田
秋
江
君　

↑
徳
田
秋
江
さ
ん

　

六
二
５　

島
村
抱
月
君　

↑
島
村
抱
月
氏

　

六
二
７　

 

立
派
な
る
事
業
に
は
相
違
な
い
が
、
一
を
人
生
の
批
評
、
一
を
芸
術
の

批
評
と
い
ふ
風
に
は
分
け
て　

↑
立
派
な
批
評
家
の
事
業
に
は
相
違
な

い
が
、
私
は
一
を
人
生
の
批
評
、
一
を
芸
術
の
批
評
と
い
ふ
風
に
分
け

て

　

六
二
９　

鑑
賞　

↑
鑑
賞
家　
　

／
／
で
は
な
い
と
思
ふ
。　

↑
で
は
な
い
。

　

六
三
８　

 

明
治
の
学
者
や
詩
人
が
二
十
代
か
三
十
代
で　

↑
明
治
の
大
学
者
が

二
十
代
や
三
十
代
で

　

六
三
12　

 

人
物
だ
と
か
、
或
は
周
囲
の
空
気
だ
と
か
、　

↑
性
格
だ
と
か
、
或
は

思
想
の
衝
突
だ
と
か
、

　

六
四
６　

正
し
き
判
断　

↑
正
し
い
判
断

　

六
四
８　

幾
度
か
そ
れ
が　
（
↑
幾い

く
た
び度

か
そ
れ
が
）　

↑
幾
度
び
そ
れ
が

額
の
汗
（
六
四
頁
）

　

初
出
未
詳
。

養
鶏
者
の
友
へ
（
六
五
頁
）

　

初
出
未
詳
。

牧
師
の
言
葉
（
六
七
頁
）

　

初
出
未
詳
。

愛
（
六
七
頁
）

　

明
治
四
二
年
六
月
一
〇
日
発
行
の
『
中
学
世
界
』（
12
―
７
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
新

片
町
よ
り
」
に
お
い
て
、
前
出
の
「
憐
む
べ
き
も
の
」（
四
六
頁
）
と
「
凌
霄
葉
蘭
」

（
四
七
頁
）
の
間
に
、「
愛
」
の
元
と
な
っ
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
藤
村
は
同

じ
題
材
を
改
変
し
て
別
の
紙
誌
に
発
表
す
る
こ
と
が
多
い
の（

７
）で

、「
愛
」
に
は
別
の

初
出
が
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
加
筆
・
異
同
が
多
い
の
で
初
出
本
文
は
全
文
を

掲
げ
、
紙
幅
の
都
合
上
、
全
集
本
文
は
割
愛
す
る
。
初
出
総
ル
ビ
。

　

六
七
７　

 （
全
集
本
文
）　

↑
愛
―
―
と
い
ふ
言
葉
は
、
よ
く
繰
り
返
さ
れ
る
言
葉

で
あ
る
。
愛
を
説
い
て
人
を
愛
し
な
い
と
い
ふ
実
例
を
も
亦
同
時
に
よ

く
見
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
故
だ
ら
う
。
如
何
な
る
欠
点
を

も
容ゆ

る

し
て
こ
そ
兄
弟
の
愛
で
あ
る
。
姉
妹
の
愛
で
あ
る
。
愛
を
説
い
て

も
人
を
許
さ
な
い
や
う
な
愛
は
、
畢
竟
空
想
の
愛
で
は
あ
る
ま
い
か
。

女
子
と
修
養 

（
六
八
頁
）

　

明
治
四
〇
年
七
月
一
日
発
行
の
『
女
子
文
壇
』（
３
│
９
）「
女
子
文
壇
」
欄
に
同

題
で
「
島
崎
藤
村
述
」
と
し
て
掲
載
。
初
出
は
談
話
体
、
総
ル
ビ
。

　

六
八
10　

 

あ
ら
う
か
ら
、
さ
う
始
終　

↑
あ
り
ま
し
や
う
か
ら
、
幾
ら
男
で
も
、
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渕　

朋　

枝

（
37
号
）「
論
説
」
欄
に
「
浅
草
よ
り
」
の
題
で
掲
載
。
初
出
に
各
篇
の
題
名
は
な
く
、

「
○
」
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
初
出
ル
ビ
な
し
。

　

五
三
９　

窺
へ
な
い
か
と
思
ふ
。　

↑
窺
へ
な
い
や
に
思
ふ
。

　

五
三
10　

 

引
て
あ
る
。
そ
れ
に
拠
る
と
、　
（
↑
引ひ

い

て
あ
る
。
そ
れ
に
拠
る
と
、）　

↑
引
い
て
あ
る
。
そ
の
語
に
、　
〔
引
い
て
あ
る
〕

　

五
三
11　

乏
し
い
と
し
て
あ
る　

↑
乏
し
い
と
評
し
て
あ
る

　

五
四
４　

 

観
が
あ
る
。　

↑
観
が
あ
るマ

マ自
分
は
、
彼
が
晩
年
に
書
い
た
も
の
ば
か

り
を
読
ん
で
、
彼
の
全
体
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
思
つ
て
居
る
。

批
評
（
五
四
頁
）
□

　

五
四
12　

 

批
評
家
の
態
度
も
変
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。　

↑
批
評
家
の
態
度
も
以
前
と

は
変
り
つ
ゝ
あ
る
。

チ
エ
ホ
フ
（
五
五
頁
）
□

　

五
五
９　

 

後
か
ら
自
分
の
こ
と
を
『
馬
鹿
！
』　

↑
後
か
ら
『
馬
鹿
！
』

仏
蘭
西
に
あ
る
友
人
の
消
息  

（
五
六
頁
）
□

　

明
治
四
一
年
一
二
月
一
日
『
早
稲
田
文
学
』（
37
号
）「
論
説
」
欄
に
「
浅
草
よ
り
」

の
題
で
、
前
出
の
「
批
評
」
と
「
チ
エ
ホ
フ
」
と
の
間
に
、
五
六
頁
二
行
目
か
ら

五
七
頁
一
一
行
目
ま
で
が
掲
載
さ
れ
た
。
初
出
ル
ビ
な
し
。
五
七
頁
一
二
行
目
「
是

は
有
島
君
」
以
降
最
後
ま
で
は
、
明
治
四
二
年
一
月
三
一
日
『
読
売
新
聞
』
日
曜
附

録
に
、「
仏
蘭
西
だ
よ
り　

M
. A

.

」
と
し
て
、
藤
村
の
前
文
を
付
し
て
掲
載
さ
れ
た
。

「M
. A

.

」
は
、
有
島
壬
生
馬
（
生
馬
）
の
こ
と
で
あ
る
。
初
出
総
ル
ビ
。
全
集
「
解

題
」
で
は
前
者
の
み
が
初
出
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

五
六
２　

有
島
君　

↑
有
島
壬
生
馬
君 

　

五
七
３　

 

出
来
た
、
自
分
は　
（
↑
出
来
た
、
自
分
は
）　

↑
出
来
た
。
自
分
は　

〔
出
来
た
。〕

　

五
七
７　

画
家　

↑blauve 

　

五
七
12　

 

是
は
有
島
君
か
ら
来
た
今
年
の
消
息
で
あ
る
。
君
は
巴
里　

↑
是
は
仏

蘭
西
に
在
る
友
人
か
ら
来
た
最
近
の
消
息
で
あ
る
。M

. A
.

氏
は
巴ば

　
り
ー里

　

五
七
13　

 

正
月
と
し
て
あ
る
。
／
『
マ
ン
ト
ン
』　

↑
正
月
と
し
て
あ
る
。
書
中
、

私
信
に
関
す
る
部
分
だ
け
省
い
て
、
貴
紙
の
附
録
へ
寄
せ
る
こ
と
に
し

た
―
―
島
崎
生
附
記
。
／
『
マ
ン
ト
ン
』

　

五
八
２　

二
日　

↑
一
日

　

五
八
８　

昂
る　

↑
昇の

ぼ

る

　

五
八
10　

橄オ
リ
ー
ブ

欖
樹　
（
↑
橄か

ん
ら
ん
じ
ゅ

欖
樹
）　

↑
橄か

ん
ら
ん
じ
ゅ

欖
樹

　

五
九
５　

El Greco　
（
↑pel Greco

）　

↑pel Greco 

　

六
〇
14　

生
活
の　

↑
生せ

い
く
わ
つ

活
に

　

六
一
14　

veux　
（
↑venes

）　

↑venes 

批
評
（
六
二
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
三
月
一
日
発
行
の
『
新
潮
』（
10
―
３
）
に
「
批
評

に
つ
い
て
」
の
題
で
掲
載
。
末
尾
に
「（
談
）」
と
あ
り
、も
と
は
談
話
。
初
出
で
「
○
」

で
区
切
ら
れ
て
い
た
箇
所
が
、
単
行
本
で
は
一
行
空
け
ら
れ
た
。
初
出
ル
ビ
な
し
。

　

六
二
２　

 

去
年
十
二
月
の
早
稲
田
文
学
に
話
を
出
し
た
。
其
の
中
に
批
評　

↑
批

評
に
就
い
て
平
素
思
つ
て
居
る
こ
と
を
述
べ
よ
う
。
そ
れ
を
以
て
答
に

九

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

か
へ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
／
私
が
去
年
の
早
稲
田
文
学
十
二
月
号
に
、

「
浅
草
よ
り
」
と
云
ふ
漫
筆
を
書
い
た
。
其
の
中
に
も
批
評

　

六
二
２　

 『
ラ
ス
キ
ン
が　

↑
「
批
評
と
云
ふ
こ
と
を
考
へ
る
度
に
、
自
分
は
ラ

ス
キ
ン
を
思
ひ
出
す
。
ラ
ス
キ
ン
が

　

六
二
４　

徳
田
秋
江
君　

↑
徳
田
秋
江
さ
ん

　

六
二
５　

島
村
抱
月
君　

↑
島
村
抱
月
氏

　

六
二
７　

 

立
派
な
る
事
業
に
は
相
違
な
い
が
、
一
を
人
生
の
批
評
、
一
を
芸
術
の

批
評
と
い
ふ
風
に
は
分
け
て　

↑
立
派
な
批
評
家
の
事
業
に
は
相
違
な

い
が
、
私
は
一
を
人
生
の
批
評
、
一
を
芸
術
の
批
評
と
い
ふ
風
に
分
け

て

　

六
二
９　

鑑
賞　

↑
鑑
賞
家　
　

／
／
で
は
な
い
と
思
ふ
。　

↑
で
は
な
い
。

　

六
三
８　

 

明
治
の
学
者
や
詩
人
が
二
十
代
か
三
十
代
で　

↑
明
治
の
大
学
者
が

二
十
代
や
三
十
代
で

　

六
三
12　

 

人
物
だ
と
か
、
或
は
周
囲
の
空
気
だ
と
か
、　

↑
性
格
だ
と
か
、
或
は

思
想
の
衝
突
だ
と
か
、

　

六
四
６　

正
し
き
判
断　

↑
正
し
い
判
断

　

六
四
８　

幾
度
か
そ
れ
が　
（
↑
幾い

く
た
び度

か
そ
れ
が
）　

↑
幾
度
び
そ
れ
が

額
の
汗
（
六
四
頁
）

　

初
出
未
詳
。

養
鶏
者
の
友
へ
（
六
五
頁
）

　

初
出
未
詳
。

牧
師
の
言
葉
（
六
七
頁
）

　

初
出
未
詳
。

愛
（
六
七
頁
）

　

明
治
四
二
年
六
月
一
〇
日
発
行
の
『
中
学
世
界
』（
12
―
７
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
新

片
町
よ
り
」
に
お
い
て
、
前
出
の
「
憐
む
べ
き
も
の
」（
四
六
頁
）
と
「
凌
霄
葉
蘭
」

（
四
七
頁
）
の
間
に
、「
愛
」
の
元
と
な
っ
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
藤
村
は
同

じ
題
材
を
改
変
し
て
別
の
紙
誌
に
発
表
す
る
こ
と
が
多
い
の（

７
）で

、「
愛
」
に
は
別
の

初
出
が
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
加
筆
・
異
同
が
多
い
の
で
初
出
本
文
は
全
文
を

掲
げ
、
紙
幅
の
都
合
上
、
全
集
本
文
は
割
愛
す
る
。
初
出
総
ル
ビ
。

　

六
七
７　

 （
全
集
本
文
）　

↑
愛
―
―
と
い
ふ
言
葉
は
、
よ
く
繰
り
返
さ
れ
る
言
葉

で
あ
る
。
愛
を
説
い
て
人
を
愛
し
な
い
と
い
ふ
実
例
を
も
亦
同
時
に
よ

く
見
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
故
だ
ら
う
。
如
何
な
る
欠
点
を

も
容ゆ

る

し
て
こ
そ
兄
弟
の
愛
で
あ
る
。
姉
妹
の
愛
で
あ
る
。
愛
を
説
い
て

も
人
を
許
さ
な
い
や
う
な
愛
は
、
畢
竟
空
想
の
愛
で
は
あ
る
ま
い
か
。

女
子
と
修
養 

（
六
八
頁
）

　

明
治
四
〇
年
七
月
一
日
発
行
の
『
女
子
文
壇
』（
３
│
９
）「
女
子
文
壇
」
欄
に
同

題
で
「
島
崎
藤
村
述
」
と
し
て
掲
載
。
初
出
は
談
話
体
、
総
ル
ビ
。

　

六
八
10　

 

あ
ら
う
か
ら
、
さ
う
始
終　

↑
あ
り
ま
し
や
う
か
ら
、
幾
ら
男
で
も
、
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一
〇

永　

渕　

朋　

枝

さ
う
始
終

　

六
九
３　

 

発
見
す
る
。
多
く
の
女
学
生
は
斯
う
で
あ
る
。　

↑
発
見
す
る
も
の
が
、

随
分
多
い
だ
ら
う
と
考
へ
ま
す
。

　

六
九
７　

 
舅し

う
と姑

に
使
へ
る
（
↑
舅し

う
と

姑し
う
と
めに

使つ
か

へ
る
）　

↑
舅し

う
と

姑し
う
と
めに

侍つ
か

へ
る
〔
舅

し
う
と

姑し
う
と
め〕

　

六
九
８　

自
然
と　

↑
自
然
に

　

六
九
10　

果
敢
な
い
も
の
で
、　

↑
単
純
な
も
の
に
な
り
ま
し
て
、

　

六
九
11　

慾
を
満
す
よ
り
外
に
は
、　

↑
間
食
の
外
に
は
、

　

六
九
14　

 

嘆
息
に
埋
も
れ
て
ゐ
る
（
↑
嘆た

め
い
き息

に
堆う

づ

も
れ
て
ゐ
る
）　

↑
嘆た

め
い
き息

に
堆う

づ

も
れ
て
ゐ
る

　

七
〇
16　

苦
し
い
時　

↑
貧
乏
し
た
時

　

七
一
４　

 

夫
と
逆
境
を
共
に
す
る
場
合
に
は
、　

↑
夫
の
逆
境
或
は
苦
境
の
生
活

に
闘
ふ
に
は
、

　

七
一
13　

 

岐
れ
る
肝
腎
な
と
こ
ろ
か
と
思
ふ
の
で
、　

↑
岐わ

か

れ
る
、
肝か

ん

腎じ
ん

な
と
こ

ろ
か
と
思
ふ
の
で
す
。

　

七
一
18　

心
掛
け
て
欲
し
い
。　

↑
心
掛
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

七
一
19　

 

気
魄
を
失
は
な
い
や
う
に
し
た
い
。
た
ま
〳
〵
心
の
寂
し
い
時
に
は
、

薄
化
粧
で
も
し
て
、
サ
ツ
パ
リ
と
し
た
着
物
に
着
更
へ
て
、
独
り
で
横

に
成
つ
て
見
る
な
ぞ
も
、
面
白
い
事
だ
が
、　

↑
気
概
を
失
は
な
い
や

う
に
し
た
い
。
退
屈
し
た
時
に
、
煎
餅
で
も
食
べ
や
う
と
い
ふ
の
は
、

も
と
よ
り
結
搆
で
す
が
、
同
じ
娯
楽
の
中
に
も
判
断
と
か
、
批
評
と
か
、

趣
味
と
か
を
含
む
や
う
に
、

　

七
二
９　

開
化
の
程
度　

↑
生
活
の
程
度

　

七
二
13　

 

苦
い
う
ち
（
↑
苦く

る
しい

う
ち
）　 

↑
苦く

る
しい

う
ち
〔
苦く

る
しい

う
ち
〕

新
聞
紙
の
傾
向
（
七
三
頁
）

　

明
治
四
二
年
四
月
二
七
日
発
行
の
『
東
京
毎
日
新
聞
』
一
面
「
毎
日
文
壇
」
欄
に

同
題
で
掲
載
。
全
集
別
巻
「
作
品
年
表
」
に
「
明
治
四
二
年
四
月
五
・
六
日　

毎
日

新
聞　

新
聞
紙
の
傾
向
＊　

六
」
と
あ
る
が
、
六
巻
「
拾
遺
」
に
収
録
さ
れ
て
お
ら

ず
、『
東
京
毎
日
新
聞
』『
東
京
日
日
新
聞
』『
大
阪
毎
日
新
聞
』
当
該
日
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
。「
日
糖
事
件
」
は
、
大
企
業
日
糖
と
衆
議
院
議
員
ら
と
の
間
の
贈

収
賄
事
件
で
あ
る
。
初
出
総
ル
ビ
。

　

七
三
10　
『
是
、
社
会
な
り
』　

↑
之
が
社
会
で
あ
る　

　

七
三
12　
『
社
会
』　

↑
社
会
（
七
三
13
の
『
群
衆
』
も
初
出
は
カ
ッ
コ
な
し
）

　

七
四
２　

個
人
々
々
互
に　

↑
個
人
々
々
が
互
に

　

七
四
３　

新
聞
紙　

↑
今
日
の
新
聞
紙

歓
楽
の
時
、
活
動
の
時  

（
七
四
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
八
月
一
〇
日
発
行
の『
中
学
世
界
』（
12
│
10
）に
同
題
で
掲
載
。「
都

会
の
夏
と
田
舎
の
夏
」
の
総
題
で
、
泉
鏡
花
「
夏
の
夕
」
な
ど
六
篇
と
共
に
掲
載
さ

れ
た
。
全
集
「
解
題
」
に
初
出
と
あ
る
「
江
戸
趣
味
と
田
舎
趣
味
」（『
学
生
タ
イ
ム

ス
』
明
40
・
２
）
は
、
も
と
に
な
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
題
も
本
文
も
か
な
り
異

な
る
。
ま
た
、『
中
学
世
界
』
掲
載
本
文
の
一
行
分
が
単
行
本
か
ら
脱
落
し
て
い
る

（
七
六
19
）
の
で
、
こ
ち
ら
を
初
出
と
し
て
異
同
を
記
す
。
初
出
総
ル
ビ
。一

一

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

　

七
五
５　

浴
衣
を
着
て
、　

↑
浴
衣
な
ど
を
着
て
、

　

七
五
10　

映
り
難
い　

↑
映
り
悪に

く

い

　

七
五
11　

聞
き
わ
け
難
い　

↑
聞
き
わ
け
悪わ

る

い

　

七
六
２　

江
戸
人
の
精
神　

↑
威
大
な
江
戸
の
精
神

　

七
六
19　

 

そ
の
反
対
に
単
独
の
発
達
を
遂
げ
る
に
は
、　

↑
そ
の
反
対
に
単
独
の

発
達
を
遂
げ
た
地
方
を
指
し
て
い
ふ
の
で
あ
る
。
単
独
の
発
達
を
遂
げ

る
に
は
、　
〔
初
出
本
文
〕

山
国
の
新
平
民
（
七
七
頁
）
□

　

明
治
三
九
年
六
月
一
五
日
発
行
の
『
文
庫
』（
31
―
６
）
に
「『
破
戒
』
の
著
者
が

見
た
る
山
国
の
新
平
民
」
の
題
で
「
島
崎
藤
村
氏
談
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
末
尾
に

「（
一
記
者
筆
記
）」
と
あ
る
。
初
出
冒
頭
に
は
、
以
下
の
「
七
七
13
」
に
記
し
た
導

入
部
分
が
、「
私
の
心
を
動
か
し
た
人
物
」
と
い
う
章
題
の
前
に
置
か
れ
て
い
た
が
、

単
行
本
で
は
一
文
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
全
集
の
七
八
〜
八
三
頁
の
一
行
空
き
の
箇
所

に
、初
出
で
は
「
新
平
民
迫
害
の
事
実
」「
弥
右
衛
門
さ
ん
の
話
」「
穢
多
町
の
訪
問
」

「
ハ
イ
カ
ラ
な
新
平
民
」「
新
平
民
の
二
階
級
」「
山
国
と
新
平
民
」「『
破
戒
』
と
私

の
興
味
」
の
章
題
が
あ
る
。
初
出
は
談
話
体
、
パ
ラ
ル
ビ
。

　

七
七
13　

 

信
州
の
新
平
民
の
こ
と
で
、
私
が
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
事
実
を
、
す

こ
し
話
さ
う
。
／
長
野
の
師
範
校
に
教
鞭
を
執
つ
た
人
で
、
何
ん
で
も

伊
那
の　

↑
そ
い
つ
は
困
り
ま
し
た
な
あ
、別
に
今
度
の
本
（『
破
戒
』）

に
就
い
て
御
話
す
る
や
う
な
こ
と
は
有
り
ま
せ
ん
よ
。
で
は
信
州
の
新

平
民
の
こ
と
で
、
私
が
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
事
実
で
も
少す

こ
し
　許

申
上
げ

て
、
そ
れ
で
御
免
を
蒙
り
ま
せ
う
―
―
先
づ
長
野
の
師
範
学
校
に
先
生

を
し
て
居
た
と
い
ふ
人
の
話
か
ら
始
め
ま
せ
う
か
。
／
私
の
心
を
動
か

し
た
人
物
／
其
人
は
伊
那
の

　

七
七
14　

 

何
か
を
担
当
し
て
居
た
一
人
の
講
師
が
あ
つ
た
。　

↑
何
か
の
担う

け
も
ち当

だ

つ
た
ん
だ
さ
う
で
す
。

　

七
八
１　

 

小
学
教
師
を
し
て
居
る
人
が
あ
つ
た
が
、
氏
は
其
人
に
会
つ
た
こ
と
が

あ
る
と
の
話
だ
つ
た
。　

↑
小
学
校
の
先
生
が
あ
り
ま
し
た
が
ね
、
伊

東
さ
ん
は
其
人
に
会あ

　

つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
ん
だ
さ
う
で
す
。

　

七
八
３　

 

聞
い
て
見
た
が
、
孰い

づ

れ
も
賞
讃
し
て
居
た
。　

↑
聞
い
て
見
ま
し
て
も

皆
褒
め
る
ん
で
す
ね
。

　

七
八
４　

行
つ
た
。
が
、
何
処
に
も　

↑
行
き
ま
し
た
。
何
処
に
も

　

七
八
５　

 

奉
職
し
て
居
ら
れ
た
伊
東
長
七
君
、
彼
の
人
が
私　

↑
奉
職
し
て
居
る

伊
東
長
七
さ
ん
、
彼
の
人
が
先
達
私

　

七
八
７　

 

伊
東
君　

↑
伊
東
さ
ん　
（
以
下
、
八
〇
４
、八
一
13
・
17
「
君
」
も
初

出
は
「
さ
ん
」）

　

七
八
７　

 

冤ゑ
ん
ざ
い罪

で
入
獄
し
た
知
己
が　

↑
無
実
の
罪
で
獄
に
入
つ
て
居
る
知
己
が

　

七
八
８　

 

地
方
人
が　
（
↑
地ち

　
ほ
う
じ
ん

方
人
が
）　

↑
地
方
の
人
が　
〔「
地
方
の
人
」
か
〕

　

七
八
14　

 

貴
様
の
言
ふ
や
う
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
。　

↑
彼あ

ん
な様

こ
と
は
あ
る
ま
い
、

　

七
八
16　

住
ん
で
見
て
解
つ
た
。　

↑
住
ん
で
見
て
驚
き
ま
し
た
。

　

七
八
17
、
八
三
９
、
八
三
16　
『
破
戒
』　

↑
あ
の
本

　

七
八
18　

 

書
い
て
見
た
の
で
あ
る
。　

↑
書
き
ま
し
た
の
で
、
実
際
あ
つ
た
事
実

な
ん
で
す
。
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一
〇

永　

渕　

朋　

枝

さ
う
始
終

　

六
九
３　

 

発
見
す
る
。
多
く
の
女
学
生
は
斯
う
で
あ
る
。　

↑
発
見
す
る
も
の
が
、

随
分
多
い
だ
ら
う
と
考
へ
ま
す
。

　

六
九
７　

 

舅し
う
と姑

に
使
へ
る
（
↑
舅し

う
と

姑し
う
と
めに

使つ
か

へ
る
）　

↑
舅し

う
と

姑し
う
と
めに

侍つ
か

へ
る
〔
舅

し
う
と

姑し
う
と
め〕

　

六
九
８　

自
然
と　

↑
自
然
に

　

六
九
10　

果
敢
な
い
も
の
で
、　

↑
単
純
な
も
の
に
な
り
ま
し
て
、

　

六
九
11　

慾
を
満
す
よ
り
外
に
は
、　

↑
間
食
の
外
に
は
、

　

六
九
14　

 

嘆
息
に
埋
も
れ
て
ゐ
る
（
↑
嘆た

め
い
き息

に
堆う

づ

も
れ
て
ゐ
る
）　

↑
嘆た

め
い
き息

に
堆う

づ

も
れ
て
ゐ
る

　

七
〇
16　

苦
し
い
時　

↑
貧
乏
し
た
時

　

七
一
４　

 

夫
と
逆
境
を
共
に
す
る
場
合
に
は
、　

↑
夫
の
逆
境
或
は
苦
境
の
生
活

に
闘
ふ
に
は
、

　

七
一
13　

 

岐
れ
る
肝
腎
な
と
こ
ろ
か
と
思
ふ
の
で
、　

↑
岐わ

か

れ
る
、
肝か

ん

腎じ
ん

な
と
こ

ろ
か
と
思
ふ
の
で
す
。

　

七
一
18　

心
掛
け
て
欲
し
い
。　

↑
心
掛
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

　

七
一
19　

 

気
魄
を
失
は
な
い
や
う
に
し
た
い
。
た
ま
〳
〵
心
の
寂
し
い
時
に
は
、

薄
化
粧
で
も
し
て
、
サ
ツ
パ
リ
と
し
た
着
物
に
着
更
へ
て
、
独
り
で
横

に
成
つ
て
見
る
な
ぞ
も
、
面
白
い
事
だ
が
、　

↑
気
概
を
失
は
な
い
や

う
に
し
た
い
。
退
屈
し
た
時
に
、
煎
餅
で
も
食
べ
や
う
と
い
ふ
の
は
、

も
と
よ
り
結
搆
で
す
が
、
同
じ
娯
楽
の
中
に
も
判
断
と
か
、
批
評
と
か
、

趣
味
と
か
を
含
む
や
う
に
、

　

七
二
９　

開
化
の
程
度　

↑
生
活
の
程
度

　

七
二
13　

 

苦
い
う
ち
（
↑
苦く

る
しい

う
ち
）　 

↑
苦く

る
しい

う
ち
〔
苦く

る
しい

う
ち
〕

新
聞
紙
の
傾
向
（
七
三
頁
）

　

明
治
四
二
年
四
月
二
七
日
発
行
の
『
東
京
毎
日
新
聞
』
一
面
「
毎
日
文
壇
」
欄
に

同
題
で
掲
載
。
全
集
別
巻
「
作
品
年
表
」
に
「
明
治
四
二
年
四
月
五
・
六
日　

毎
日

新
聞　

新
聞
紙
の
傾
向
＊　

六
」
と
あ
る
が
、
六
巻
「
拾
遺
」
に
収
録
さ
れ
て
お
ら

ず
、『
東
京
毎
日
新
聞
』『
東
京
日
日
新
聞
』『
大
阪
毎
日
新
聞
』
当
該
日
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
。「
日
糖
事
件
」
は
、
大
企
業
日
糖
と
衆
議
院
議
員
ら
と
の
間
の
贈

収
賄
事
件
で
あ
る
。
初
出
総
ル
ビ
。

　

七
三
10　
『
是
、
社
会
な
り
』　

↑
之
が
社
会
で
あ
る　

　

七
三
12　
『
社
会
』　

↑
社
会
（
七
三
13
の
『
群
衆
』
も
初
出
は
カ
ッ
コ
な
し
）

　

七
四
２　

個
人
々
々
互
に　

↑
個
人
々
々
が
互
に

　

七
四
３　

新
聞
紙　

↑
今
日
の
新
聞
紙

歓
楽
の
時
、
活
動
の
時  

（
七
四
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
八
月
一
〇
日
発
行
の『
中
学
世
界
』（
12
│
10
）に
同
題
で
掲
載
。「
都

会
の
夏
と
田
舎
の
夏
」
の
総
題
で
、
泉
鏡
花
「
夏
の
夕
」
な
ど
六
篇
と
共
に
掲
載
さ

れ
た
。
全
集
「
解
題
」
に
初
出
と
あ
る
「
江
戸
趣
味
と
田
舎
趣
味
」（『
学
生
タ
イ
ム

ス
』
明
40
・
２
）
は
、
も
と
に
な
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
題
も
本
文
も
か
な
り
異

な
る
。
ま
た
、『
中
学
世
界
』
掲
載
本
文
の
一
行
分
が
単
行
本
か
ら
脱
落
し
て
い
る

（
七
六
19
）
の
で
、
こ
ち
ら
を
初
出
と
し
て
異
同
を
記
す
。
初
出
総
ル
ビ
。一

一

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

　

七
五
５　

浴
衣
を
着
て
、　

↑
浴
衣
な
ど
を
着
て
、

　

七
五
10　

映
り
難
い　

↑
映
り
悪に

く

い

　

七
五
11　

聞
き
わ
け
難
い　

↑
聞
き
わ
け
悪わ

る

い

　

七
六
２　

江
戸
人
の
精
神　

↑
威
大
な
江
戸
の
精
神

　

七
六
19　

 

そ
の
反
対
に
単
独
の
発
達
を
遂
げ
る
に
は
、　

↑
そ
の
反
対
に
単
独
の

発
達
を
遂
げ
た
地
方
を
指
し
て
い
ふ
の
で
あ
る
。
単
独
の
発
達
を
遂
げ

る
に
は
、　
〔
初
出
本
文
〕

山
国
の
新
平
民
（
七
七
頁
）
□

　

明
治
三
九
年
六
月
一
五
日
発
行
の
『
文
庫
』（
31
―
６
）
に
「『
破
戒
』
の
著
者
が

見
た
る
山
国
の
新
平
民
」
の
題
で
「
島
崎
藤
村
氏
談
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
末
尾
に

「（
一
記
者
筆
記
）」
と
あ
る
。
初
出
冒
頭
に
は
、
以
下
の
「
七
七
13
」
に
記
し
た
導

入
部
分
が
、「
私
の
心
を
動
か
し
た
人
物
」
と
い
う
章
題
の
前
に
置
か
れ
て
い
た
が
、

単
行
本
で
は
一
文
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
全
集
の
七
八
〜
八
三
頁
の
一
行
空
き
の
箇
所

に
、初
出
で
は
「
新
平
民
迫
害
の
事
実
」「
弥
右
衛
門
さ
ん
の
話
」「
穢
多
町
の
訪
問
」

「
ハ
イ
カ
ラ
な
新
平
民
」「
新
平
民
の
二
階
級
」「
山
国
と
新
平
民
」「『
破
戒
』
と
私

の
興
味
」
の
章
題
が
あ
る
。
初
出
は
談
話
体
、
パ
ラ
ル
ビ
。

　

七
七
13　

 

信
州
の
新
平
民
の
こ
と
で
、
私
が
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
事
実
を
、
す

こ
し
話
さ
う
。
／
長
野
の
師
範
校
に
教
鞭
を
執
つ
た
人
で
、
何
ん
で
も

伊
那
の　

↑
そ
い
つ
は
困
り
ま
し
た
な
あ
、別
に
今
度
の
本
（『
破
戒
』）

に
就
い
て
御
話
す
る
や
う
な
こ
と
は
有
り
ま
せ
ん
よ
。
で
は
信
州
の
新

平
民
の
こ
と
で
、
私
が
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
事
実
で
も
少す

こ
し
　許

申
上
げ

て
、
そ
れ
で
御
免
を
蒙
り
ま
せ
う
―
―
先
づ
長
野
の
師
範
学
校
に
先
生

を
し
て
居
た
と
い
ふ
人
の
話
か
ら
始
め
ま
せ
う
か
。
／
私
の
心
を
動
か

し
た
人
物
／
其
人
は
伊
那
の

　

七
七
14　

 

何
か
を
担
当
し
て
居
た
一
人
の
講
師
が
あ
つ
た
。　

↑
何
か
の
担う

け
も
ち当

だ

つ
た
ん
だ
さ
う
で
す
。

　

七
八
１　

 

小
学
教
師
を
し
て
居
る
人
が
あ
つ
た
が
、
氏
は
其
人
に
会
つ
た
こ
と
が

あ
る
と
の
話
だ
つ
た
。　

↑
小
学
校
の
先
生
が
あ
り
ま
し
た
が
ね
、
伊

東
さ
ん
は
其
人
に
会あ

　

つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
ん
だ
さ
う
で
す
。

　

七
八
３　

 

聞
い
て
見
た
が
、
孰い

づ

れ
も
賞
讃
し
て
居
た
。　

↑
聞
い
て
見
ま
し
て
も

皆
褒
め
る
ん
で
す
ね
。

　

七
八
４　

行
つ
た
。
が
、
何
処
に
も　

↑
行
き
ま
し
た
。
何
処
に
も

　

七
八
５　

 

奉
職
し
て
居
ら
れ
た
伊
東
長
七
君
、
彼
の
人
が
私　

↑
奉
職
し
て
居
る

伊
東
長
七
さ
ん
、
彼
の
人
が
先
達
私

　

七
八
７　

 

伊
東
君　

↑
伊
東
さ
ん　
（
以
下
、
八
〇
４
、八
一
13
・
17
「
君
」
も
初

出
は
「
さ
ん
」）

　

七
八
７　

 

冤ゑ
ん
ざ
い罪

で
入
獄
し
た
知
己
が　

↑
無
実
の
罪
で
獄
に
入
つ
て
居
る
知
己
が

　

七
八
８　

 

地
方
人
が　
（
↑
地ち

　
ほ
う
じ
ん

方
人
が
）　

↑
地
方
の
人
が　
〔「
地
方
の
人
」
か
〕

　

七
八
14　

 

貴
様
の
言
ふ
や
う
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
。　

↑
彼あ

ん
な様

こ
と
は
あ
る
ま
い
、

　

七
八
16　

住
ん
で
見
て
解
つ
た
。　

↑
住
ん
で
見
て
驚
き
ま
し
た
。

　

七
八
17
、
八
三
９
、
八
三
16　
『
破
戒
』　

↑
あ
の
本

　

七
八
18　

 
書
い
て
見
た
の
で
あ
る
。　

↑
書
き
ま
し
た
の
で
、
実
際
あ
つ
た
事
実

な
ん
で
す
。
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七
九
１　

有
り
勝
に
思
へ
る
。　

↑
有
り
勝
の
事
実
な
ん
で
す
。

　

七
九
２　

 

理
学
士
鮫
島
晋
氏
、
彼
の
人
は
越
後
の
出
生
で
、　

↑
理
学
士
の
鮫
島

晋
さ
ん
、
彼
の
人
は
越
後
の
人
で

　

七
九
３　

 
書
い
て
見
た
。
そ
れ
で
思
ひ
出
す
が
、
現
に　

↑
書
い
て
見
ま
し
た
の

で
、
架
空
の
話
で
な
く
実
際
あ
り
ま
し
た
こ
と
な
ん
で
す
。
現
に

　

七
九
４　

千
曲
川
に
近
い
処　

↑
町
外
れ

　

七
九
５　

御
免
を
蒙
る　

↑
御
免
だ

　

七
九
９　

 

氏
と　

↑
栄
助
さ
ん
と　
　

／
／
此
の
小
山
と
云
ふ
人　

↑
此
栄
助
さ

ん
と
云
ふ
人

　

七
九
10　

青
年
中
で
も　

↑
青わ

か
い
ひ
と

年
の
中
で
も

　

七
九
17　

武
士
の
零
落
し
た　

↑
武さ

む
ら
ひ士

の
落
ち
ぶ
れ
た

　

八
〇
４　

富
ん
だ
人　

↑
富
ん
だ
柳
田
さ
ん　

　

八
〇
６　

兎
に
角
、　

↑
私
は
そ
れ
は
知
り
ま
せ
ん
が

　

八
〇
15　

私
も
そ
れ
か
ら　

↑
私
も
其
何
ン
で
す
、

　

八
一
１　

斯
く　

↑
斯
う
い
ふ

　

八
一
３　

 

先
年
ま
で
丸
山
君
は　

↑
昨
年
ま
で
丸
山
さ
ん
は　
　

／
／
お
頼
み
し

て　

↑
御
願
ひ
申
し
て

　

八
一
10　

 

仏
壇
拝
見
と
や
つ
た
。　

↑
仏
壇
拝
見
と
出
掛
け
た
ん
で
す
。
こ
の
家う

ち

は
何
で
し
た
。

　

八
一
17　

一
体
が
客
を　

↑
客
を

　

八
一
18　

但
し
此
家
で
は
、　

↑
其こ

処ゝ
で
は
、

　

八
二
４　

 

聞
き
な
が
ら
思
つ
て
見
た
。　

↑
聞
き
乍
ら
考
へ
ま
し
た
ね
。
大
変
御

馳
走
に
な
つ
て
帰
つ
て
来
ま
し
た
。

　

八
二
14　

高
く
秀
で
ゝ
居
て
、　

↑
高
く
出
ッ
張
つ
て
居
て

　

八
三
１　

 

と
い
ふ
こ
と
で
、
小
諸
の
人
達
は　

↑
と
い
ふ
で
す
ね
。
小
諸
の
人
な

ん
か
は

　

八
三
２　

 

皮
革
類
を
い
ぢ
る　

↑
皮
な
ん
か
い
ぢ
る　
　

／
／
馬
│
│　

↑
馬
な

ん
で
す
ね
、

　

八
三
３　

 

居
る
の
だ
か
ら
、
自
然
さ
う
い
ふ
こ
と
を
言
は
れ
る
の
だ
と
思
ふ
。　

↑
居
る
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
風
に
獣
皮
に
関
係
し
た
り
、
身
の
ま
は
り

を
不
潔
に
し
た
り
し
て
居
る
と
云
ふ
所
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
は
れ

る
ん
だ
ら
う
と
思
ふ
ん
で
す
ね
。

　

八
三
７　

小
山
氏　

↑
栄
助
さ
ん

　

八
三
９　

 

神
津
猛
氏
、
彼
の
人
の
細
君
は
お
蝶
さ
ん
と
言
っ
て
、
そ
の
人
の
叔
母

に
当
る
塩
川
鉄
砲
店
の
お
辨
さ
ん
と
い
ふ
人
が
『
破
戒
』
を
読
ん
で
か

ら
は
、も
う
穢
多
の
こ
と
は
悪
く
言
ふ
ま
い
と
さ
う
言
は
れ
た
と
か
で
、

先
頃
神
津
氏
が
来
て
私
に
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。　

↑
神
津
猛
さ
ん
、

彼
の
人
の
細
君
は
蝶
さ
ん
と
言
ひ
ま
す
が
、
そ
の
お
蝶
さ
ん
の
叔
母
に

あ
た
る
塩
川
鉄
砲
店
の
お
辨
さ
ん
が
彼
本
を
読
ん
で
も
う
穢
多
の
こ
と

は
悪
く
言
ふ
ま
い
と
言
つ
た
と
か
い
ふ
こ
と
を
、
先
頃
神
津
さ
ん
が
来

て
私
に
話
し
ま
し
た
。

　

八
三
16　

 
生
き
て
居
つ
た
り
死
ん
で
了
つ
た
り
し
た
教
育
の
あ
る
新
平
民
も
沢
山

に
あ
る
。　

↑
生
き
た
り
死
ん
だ
り
し
た
教
育
の
あ
る
新
平
民
も
あ
つ

た
の
で
す
。

一
三

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

　

八
三
17　

八
年　

↑
七
年　
　

／
／
山
国
の
新
平
民
の
状
態　

↑
山
国
の
有
様

発
売
禁
止
（
八
四
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
七
月
一
日
発
行
の
『
中
央
公
論
』（
24
│
７
）「
附
録
」
に
、総
題
「『
姉

の
妹
』
の
発
売
禁
止
に
対
す
る
諸
名
家
の
意
見
」
と
し
て
、
前
号
掲
載
の
小
栗
風
葉

「
姉
の
妹
」
発
禁
に
対
す
る
「
文
壇
諸
名
家
の
公
平
な
る
批
判
を
仰
ぎ
」
た
い
と
い

う
六
月
一
〇
日
付
の
反
省
社
の
書
面
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
藤
村
を
筆
頭
に
、
他
に

内
田
魯
庵
や
永
井
荷
風
ら
三
〇
名
が
回
答
し
て
い
る
。
初
出
ル
ビ
な
し
。

　

八
四
３　
『
姉
の
妹
』
が　

↑
拝
復
／
『
姉
の
妹
』
が

　

八
四
３　

 

発
表
し
た
『
中
央
公
論
』
の
企
て　

↑
発
表
し
や
う
と
い
ふ
貴
紙
の
企
て

　

八
四
５　

曩さ

日き

の
時
評　

↑
六
月
の
時
評

　

八
四
６　

心
労
を　

↑
心
労
と
、
文
学
上
の
作
物
に
対
す
る
粗
雑
な
見
解
と
を

　

八
四
８　

政
治
家　

↑
政
事
家

　

八
五
１　

秩
序
に
重
き
を
置
く　

秩
序
を
重
ん
ず
る

　

八
五
６　

述
べ
る
。　

↑
述
べ
る
。
六
月
十
一
日
。

小
村
と
ウ
ィ
ッ
テ
（
八
五
頁
）

  

明
治
四
二
年
八
月
一
日
発
行
の
『
趣
味
』（
４
│
８
）「
雑
爼
」
欄
に
「
東
西
の
相
異
」

の
題
で
掲
載
（
全
集
六
巻
「
拾
遺
」｟
五
二
七
頁
｠
に
「
東
西
の
相
異
」
と
し
て
収

録
さ
れ
て
い
る
）。「
活
動
写
真
」
の
総
題
で
、
小
川
未
明
「
飽
か
ざ
る
追
求
」
な
ど

七
篇
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
同
号
は
藤
村
の
小
説
「
河
岸
の
家
」
も
掲
載
し
て
い
る
。

日
露
戦
争
講
和
条
約
の
首
席
全
権
小
村
寿
太
郎
と
ウ
ィ
ッ
テ
を
活
動
写
真
で
見
比
べ

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
初
出
総
ル
ビ
。

明
治
学
院
の
学
窓
（
八
六
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
八
月
一
五
日
発
行
の
『
文
章
世
界
』（
４
―
11
）「
本
欄
」
に
同
題
で

掲
載
。「
予
の
二
十
歳
前
後
」
の
総
題
で
、
小
山
内
薫
「
高
等
学
校
時
代
」
な
ど
四

篇
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
初
出
総
ル
ビ
。

　

八
六
１　

学
院
の
あ
る
と
こ
ろ　

↑
学
院
の
あ
つ
た
と
こ
ろ

　

八
七
１　

 

と
い
ふ
や
う
な
こ
と
で
あ
つ
た
。　

↑
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
言
つ
て

居
た
。

　

八
七
２　

自
然
と
政
治
家
に　

↑
自
然
と
私
も
政
治
家
に

　

八
七
３　

 

そ
ん
な
事
情
で
私
は
針
製
造
人
の
候
補
者
と
し
て
、
自
分
は
又
少
し
も

知
ら
ず
に
、
明
治
学
院
へ
送
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。　

↑
そ
れ
だ
か
ら

し
て
、
私
は
針
製
造
人
に
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
少
し
も
知
ら
ず
に
、

明
治
学
院
へ
入
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

　

八
七
５　

 

江
口
定
條
先
生
に
、
も
と
私
が
就
い
て
語
学
を　

↑
江
口
定
條
先
生
と

い
ふ
人
が
、
も
と
私
の
語
学
を

　

八
七
７　

 

と
い
ふ
こ
と
で
、
そ
れ
か
ら
あ
の
学
校
へ
入
る
こ
と
に
定き

め
た
の
で
あ

つ
た
。　

↑
と
い
ふ
こ
と
だ
つ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
そ
の
学
校
へ
入
つ

た
の
で
あ
つ
た
。

　

八
七
15　

 

思
想
と
が
、　

↑
思
想
が　

／
／
時
代
も
あ
つ
た
。　

↑
時
代
で
あ
つ
た
。

　

八
八
４　

 

そ
の
当
時
は
、　

↑
そ
の
外ほ

か

に
は
、　　

／
／
物
語
類
が
、
翻
刻
さ
れ
て

世
の
中
に
出
る
と
い
ふ
時
世
で
あ
つ
た
。　

↑
物
語
類
で
、
翻
刻
さ
れ



－ 152 －

一
二

永　

渕　

朋　

枝

　

七
九
１　

有
り
勝
に
思
へ
る
。　

↑
有
り
勝
の
事
実
な
ん
で
す
。

　

七
九
２　

 

理
学
士
鮫
島
晋
氏
、
彼
の
人
は
越
後
の
出
生
で
、　

↑
理
学
士
の
鮫
島

晋
さ
ん
、
彼
の
人
は
越
後
の
人
で

　

七
九
３　

 

書
い
て
見
た
。
そ
れ
で
思
ひ
出
す
が
、
現
に　

↑
書
い
て
見
ま
し
た
の

で
、
架
空
の
話
で
な
く
実
際
あ
り
ま
し
た
こ
と
な
ん
で
す
。
現
に

　

七
九
４　

千
曲
川
に
近
い
処　

↑
町
外
れ

　

七
九
５　

御
免
を
蒙
る　

↑
御
免
だ

　

七
九
９　

 

氏
と　

↑
栄
助
さ
ん
と　
　

／
／
此
の
小
山
と
云
ふ
人　

↑
此
栄
助
さ

ん
と
云
ふ
人

　

七
九
10　

青
年
中
で
も　

↑
青わ

か
い
ひ
と

年
の
中
で
も

　

七
九
17　

武
士
の
零
落
し
た　

↑
武さ

む
ら
ひ士

の
落
ち
ぶ
れ
た

　

八
〇
４　

富
ん
だ
人　

↑
富
ん
だ
柳
田
さ
ん　

　

八
〇
６　

兎
に
角
、　

↑
私
は
そ
れ
は
知
り
ま
せ
ん
が

　

八
〇
15　

私
も
そ
れ
か
ら　

↑
私
も
其
何
ン
で
す
、

　

八
一
１　

斯
く　

↑
斯
う
い
ふ

　

八
一
３　

 

先
年
ま
で
丸
山
君
は　

↑
昨
年
ま
で
丸
山
さ
ん
は　
　

／
／
お
頼
み
し

て　

↑
御
願
ひ
申
し
て

　

八
一
10　

 

仏
壇
拝
見
と
や
つ
た
。　

↑
仏
壇
拝
見
と
出
掛
け
た
ん
で
す
。
こ
の
家う

ち

は
何
で
し
た
。

　

八
一
17　

一
体
が
客
を　

↑
客
を

　

八
一
18　

但
し
此
家
で
は
、　

↑
其こ

処ゝ
で
は
、

　

八
二
４　

 

聞
き
な
が
ら
思
つ
て
見
た
。　

↑
聞
き
乍
ら
考
へ
ま
し
た
ね
。
大
変
御

馳
走
に
な
つ
て
帰
つ
て
来
ま
し
た
。

　

八
二
14　

高
く
秀
で
ゝ
居
て
、　

↑
高
く
出
ッ
張
つ
て
居
て

　

八
三
１　

 

と
い
ふ
こ
と
で
、
小
諸
の
人
達
は　

↑
と
い
ふ
で
す
ね
。
小
諸
の
人
な

ん
か
は

　

八
三
２　

 

皮
革
類
を
い
ぢ
る　

↑
皮
な
ん
か
い
ぢ
る　
　

／
／
馬
│
│　

↑
馬
な

ん
で
す
ね
、

　

八
三
３　

 

居
る
の
だ
か
ら
、
自
然
さ
う
い
ふ
こ
と
を
言
は
れ
る
の
だ
と
思
ふ
。　

↑
居
る
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
風
に
獣
皮
に
関
係
し
た
り
、
身
の
ま
は
り

を
不
潔
に
し
た
り
し
て
居
る
と
云
ふ
所
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
は
れ

る
ん
だ
ら
う
と
思
ふ
ん
で
す
ね
。

　

八
三
７　

小
山
氏　

↑
栄
助
さ
ん

　

八
三
９　

 

神
津
猛
氏
、
彼
の
人
の
細
君
は
お
蝶
さ
ん
と
言
っ
て
、
そ
の
人
の
叔
母

に
当
る
塩
川
鉄
砲
店
の
お
辨
さ
ん
と
い
ふ
人
が
『
破
戒
』
を
読
ん
で
か

ら
は
、も
う
穢
多
の
こ
と
は
悪
く
言
ふ
ま
い
と
さ
う
言
は
れ
た
と
か
で
、

先
頃
神
津
氏
が
来
て
私
に
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。　

↑
神
津
猛
さ
ん
、

彼
の
人
の
細
君
は
蝶
さ
ん
と
言
ひ
ま
す
が
、
そ
の
お
蝶
さ
ん
の
叔
母
に

あ
た
る
塩
川
鉄
砲
店
の
お
辨
さ
ん
が
彼
本
を
読
ん
で
も
う
穢
多
の
こ
と

は
悪
く
言
ふ
ま
い
と
言
つ
た
と
か
い
ふ
こ
と
を
、
先
頃
神
津
さ
ん
が
来

て
私
に
話
し
ま
し
た
。

　

八
三
16　

 

生
き
て
居
つ
た
り
死
ん
で
了
つ
た
り
し
た
教
育
の
あ
る
新
平
民
も
沢
山

に
あ
る
。　

↑
生
き
た
り
死
ん
だ
り
し
た
教
育
の
あ
る
新
平
民
も
あ
つ

た
の
で
す
。

一
三

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

　

八
三
17　

八
年　

↑
七
年　
　

／
／
山
国
の
新
平
民
の
状
態　

↑
山
国
の
有
様

発
売
禁
止
（
八
四
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
七
月
一
日
発
行
の
『
中
央
公
論
』（
24
│
７
）「
附
録
」
に
、総
題
「『
姉

の
妹
』
の
発
売
禁
止
に
対
す
る
諸
名
家
の
意
見
」
と
し
て
、
前
号
掲
載
の
小
栗
風
葉

「
姉
の
妹
」
発
禁
に
対
す
る
「
文
壇
諸
名
家
の
公
平
な
る
批
判
を
仰
ぎ
」
た
い
と
い

う
六
月
一
〇
日
付
の
反
省
社
の
書
面
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
藤
村
を
筆
頭
に
、
他
に

内
田
魯
庵
や
永
井
荷
風
ら
三
〇
名
が
回
答
し
て
い
る
。
初
出
ル
ビ
な
し
。

　

八
四
３　
『
姉
の
妹
』
が　

↑
拝
復
／
『
姉
の
妹
』
が

　

八
四
３　

 

発
表
し
た
『
中
央
公
論
』
の
企
て　

↑
発
表
し
や
う
と
い
ふ
貴
紙
の
企
て

　

八
四
５　

曩さ

日き

の
時
評　

↑
六
月
の
時
評

　

八
四
６　

心
労
を　

↑
心
労
と
、
文
学
上
の
作
物
に
対
す
る
粗
雑
な
見
解
と
を

　

八
四
８　

政
治
家　

↑
政
事
家

　

八
五
１　

秩
序
に
重
き
を
置
く　

秩
序
を
重
ん
ず
る

　

八
五
６　

述
べ
る
。　

↑
述
べ
る
。
六
月
十
一
日
。

小
村
と
ウ
ィ
ッ
テ
（
八
五
頁
）

  

明
治
四
二
年
八
月
一
日
発
行
の
『
趣
味
』（
４
│
８
）「
雑
爼
」
欄
に
「
東
西
の
相
異
」

の
題
で
掲
載
（
全
集
六
巻
「
拾
遺
」｟
五
二
七
頁
｠
に
「
東
西
の
相
異
」
と
し
て
収

録
さ
れ
て
い
る
）。「
活
動
写
真
」
の
総
題
で
、
小
川
未
明
「
飽
か
ざ
る
追
求
」
な
ど

七
篇
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
同
号
は
藤
村
の
小
説
「
河
岸
の
家
」
も
掲
載
し
て
い
る
。

日
露
戦
争
講
和
条
約
の
首
席
全
権
小
村
寿
太
郎
と
ウ
ィ
ッ
テ
を
活
動
写
真
で
見
比
べ

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
初
出
総
ル
ビ
。

明
治
学
院
の
学
窓
（
八
六
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
八
月
一
五
日
発
行
の
『
文
章
世
界
』（
４
―
11
）「
本
欄
」
に
同
題
で

掲
載
。「
予
の
二
十
歳
前
後
」
の
総
題
で
、
小
山
内
薫
「
高
等
学
校
時
代
」
な
ど
四

篇
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
。
初
出
総
ル
ビ
。

　

八
六
１　

学
院
の
あ
る
と
こ
ろ　

↑
学
院
の
あ
つ
た
と
こ
ろ

　

八
七
１　

 

と
い
ふ
や
う
な
こ
と
で
あ
つ
た
。　

↑
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
言
つ
て

居
た
。

　

八
七
２　

自
然
と
政
治
家
に　

↑
自
然
と
私
も
政
治
家
に

　

八
七
３　

 

そ
ん
な
事
情
で
私
は
針
製
造
人
の
候
補
者
と
し
て
、
自
分
は
又
少
し
も

知
ら
ず
に
、
明
治
学
院
へ
送
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。　

↑
そ
れ
だ
か
ら

し
て
、
私
は
針
製
造
人
に
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
少
し
も
知
ら
ず
に
、

明
治
学
院
へ
入
つ
た
の
で
あ
つ
た
。

　

八
七
５　

 

江
口
定
條
先
生
に
、
も
と
私
が
就
い
て
語
学
を　

↑
江
口
定
條
先
生
と

い
ふ
人
が
、
も
と
私
の
語
学
を

　

八
七
７　

 

と
い
ふ
こ
と
で
、
そ
れ
か
ら
あ
の
学
校
へ
入
る
こ
と
に
定き

め
た
の
で
あ

つ
た
。　

↑
と
い
ふ
こ
と
だ
つ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
そ
の
学
校
へ
入
つ

た
の
で
あ
つ
た
。

　

八
七
15　

 
思
想
と
が
、　

↑
思
想
が　

／
／
時
代
も
あ
つ
た
。　

↑
時
代
で
あ
つ
た
。

　

八
八
４　

 
そ
の
当
時
は
、　

↑
そ
の
外ほ

か

に
は
、　　

／
／
物
語
類
が
、
翻
刻
さ
れ
て

世
の
中
に
出
る
と
い
ふ
時
世
で
あ
つ
た
。　

↑
物
語
類
で
、
翻
刻
さ
れ
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一
四

永　

渕　

朋　

枝

て
世
の
中
に
出
る
と
い
ふ
本
は
、
大
抵
読
ん
だ
。

　

八
八
10　

入
る
初
め　

↑
入
つ
た
初
め

　

八
八
11　

 
自
分
に
と
つ
て
処
女
作
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
を
公
に
し
た
の
は
、　

↑
本
当
に
自
分
で
文
学
的
生
涯
が
始
ま
つ
た
と
思
ふ
の
は
、

　

八
八
12　

気
が
す
る
。　

↑
気
が
さ
れ
る
。

　

八
八
13　

し
た
も
の
だ
。　

↑
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。

長
谷
川
二
葉
亭
氏
を
悼
む 

（
八
八
頁
）
□

　

初
出
未
詳
。「
解
題
」
に
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
治
四
二
年
五
月
二
八
日
）
初
出

と
あ
る
が
、
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
金
曜
附
録
な
ど
が
散
逸
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
本
文
中
に
「
今
夜
は
氏
の
遺
骨
が
神
戸
へ
着
く
筈
だ
」
と
あ
る
が
、
二
葉

亭
四
迷
の
遺
骨
は
二
九
日
早
朝
に
神
戸
港
着
、
夕
方
に
新
橋
に
向
け
て
出
発
し
た
。

モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
の
小
説
論  

（
九
一
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
八
月
一
九
・
二
〇
・
二
一
・
二
二
・
二
四
日
の『
二
六
新
聞
』「
二
六
文
壇
」

の
頁
の
「
時
代
文
芸
」
欄
に
「
モ
ウ
パ
ツ
サ
ン
の
小
説
論
（
上
・
中
・
下
の
上
・
下

の
中
・
下
の
下
）」の
題
で
掲
載
。
各
日
掲
載
分
の
間
が
単
行
本
で
一
行
空
け
ら
れ
た
。

初
出
総
ル
ビ
。

　

九
一
７　

序
、『
父
と　

↑
序
に
『
父
と

　

九
一
９　

作
物
と
併
せ　

↑
作
物
も
併あ

は

せ

　

九
一
11　

鍵
で
あ
る
。
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン　

↑
鍵
で
あ
る
。
／
モ
ウ
パ
ツ
サ
ン

　

九
一
13　

訳
文
に
拠
て
、　

↑
訳
文
を
引
い
て
、

　

九
一
14　

批
評
家
又
は
作
家　

↑
批
評
家
及
び
作
家

　

九
二
８　

も
の
で
は
な
い
か
も　

↑
も
の
で
な
い
か
も

　

九
三
６　

僅
少
で
あ
つ
た
ら
う
か
。　

↑
僅
少
な
の
で
あ
ら
う
か
。

　

九
七
５　

行
為
を
心
理
と
見
て
書
く　

↑
行
為
に
よ
つ
て
心
理
を
書
く

声
（
一
〇
〇
頁
）

　

初
出
未
詳
。『
新
片
町
よ
り
』
刊
行
の
数
ヶ
月
後
に
は
、松
原
至
文
編
『
小
品
文
範
』

（
新
潮
社　

明
42
・
12
・
14
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

浅
草
に
て
（
一
〇
一
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
八
月
一
日
発
行
の
『
文
章
世
界
』（
４
―
10
）「
附
録
│
│
日
記
」
欄

に
同
題
で
、
正
宗
白
鳥
、
田
山
花
袋
ら
一
〇
人
と
共
に
掲
載
。
白
鳥
「
一
週
間
の
日

記
」
に
「
文
章
世
界
の
依
頼
に
よ
り
特
に
五
六
日
書
い
て
見
る
こ
と
に
し
た
」
と
あ

る
。
一
〇
二
９
に
つ
い
て
、『
帝
国
文
学
』（
明
42
・
７
・
１
）
に
「
土
産
」、『
新
潮
』

（
同
７
・
１
）
に
「
雑
貨
店
」
が
載
っ
た
。「
弟
子
」
は
『
早
稲
田
文
学
』（
同
６
・
１
）

掲
載
な
の
で
、
六
月
二
三
日
脱
稿
は
あ
り
得
な
い
。「『
雑
貨
店
』
及
び
『
土
産
』」

に
な
る
と
こ
ろ
が
、
単
行
本
か
ら
「
弟
子
」
と
誤
記
さ
れ
た
。
初
出
総
ル
ビ
。

　

一
〇
一
７　

と
い
ふ
話　

↑
と
い
ふ
一
文

　

一
〇
一
13　

大
さ　
（
↑
大お

ほ
きさ

）　

↑
大お

ほ
きさ　

〔
大お

ほ
きさ

〕

　

一
〇
二
９　

 『
雑
貨
店
』
及
び
『
弟
子
』
の
稿
を
終
つ
た
。　

↑
『
帝
国
文
学
』

及
び
『
新
潮
』
へ
約
束
の
草
稿
を
終
つ
た
。

　

一
〇
三
12　

婆
さ
ん
に
笑
は
れ
た　

↑
婆
さ
ん
に
言
は
れ
た

一
五

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

　

一
〇
五
７　

声
は　

↑
声
も

　

一
〇
五
10　

な
か
ら
う
か
、　

↑
な
い
か
、

　

一
〇
五
15　

田
中
等
へ
行
く
。　

↑
田
中
、
小
川
等
へ
行
く
。

　

一
〇
五
18　

 

時
の
も
あ
る
。
小
山
内
君
の
時
は
、　

↑
時
の
も
あ
る
。
小
山
内
君

と
一
緒
の
時
の
も
あ
る
。
小
山
内
君
の
時
は
、

　

一
〇
七
７　

従
順
で　

↑
従
順
に

　

一
〇
七
17　

死
ん
で
居
る　

↑
死
ん
で
居
た

　

一
〇
八
16　

あ
る
驚
く
べ
き
婦
人
の
噂　

↑
あ
る
放
縦
な
婦
人
の
噂

　

一
〇
九
13　

言
出
し
た
。
居
留
地　

↑
言
出
し
て
、
居
留
地

　

一
一
〇
７　

外
に
な
か
つ
た
。
寝
転
ん
で
、
七
月　

↑
外
に
な
か
つ
た
。
七
月
の

　

一
一
〇
９　

 

感か
ん
じ想

を
起
さ
せ
る
…
…
（
↑
感か

ん
そ
う想

を
起
さ
せ
る
…
…
）　

↑
感か

ん
さ
う想

を

起
さ
せ
る
。　
〔
ル
ビ
不
要
〕

　
　
　
　
結
び
、

　
『
新
片
町
よ
り
』
全
56
篇
（「
序
」
を
除
く
）
の
う
ち
、
全
集
に
初
出
記
載
の
あ
る

の
は
27
篇
で
あ
る
が
、
１
篇
は
す
で
に
訂
正
さ
れ
て
い（

８
）た

。
今
回
、
１
篇
（
八
八
）

は
記
載
紙
に
見
あ
た
ら
ず
、２
篇
（
五
六
、七
四
）
は
訂
正
す
べ
き
こ
と
が
判
明
し
た
。

本
稿
で
初
出
を
確
認
し（

９
）た

の
は
51
篇
、
初
出
未
詳
が
５
篇
残
っ
た
。
今
後
も
探
索
を

続
け
た
い
。

　

判
明
し
た
初
出
紙
誌
は
、『
中
学
世
界
』（
22
篇
）、『
文
章
世
界
』（
12
篇
）、『
早

稲
田
文
学
』（
４
篇
半
）、『
新
潮
』（
２
篇
）
の
他
、『
秀
才
文
壇
』『
新
古
文
林
』『
新

天
地
』『
女
子
文
壇
』『
文
庫
』『
中
央
公
論
』『
趣
味
』、そ
し
て
『
信
濃
毎
日
新
聞
』、

『
東
京
毎
日
新
聞
』「
毎
日
文
壇
」
欄
、『
二
六
新
聞
』「
二
六
文
壇
」、『
読
売
新
聞
』「
日

曜
附
録
」
で
あ
る
。
掲
載
誌
は
主
に
若
い
文
学
愛
好
家
向
け
の
雑
誌
と
い
え
、
特
に

『
文
章
世
界
』『
秀
才
文
壇
』『
女
子
文
壇
』『
文
庫
』
は
投
書
雑
誌
で
も
あ
る
。

　
『
新
片
町
よ
り
』
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
な
佐
久
良
書
房
同
人
「『
文
芸
入
門
』

第
一
篇
の
後
に
」
が
付
い
て
い
る
（
六
〇
一
）。「
近
頃
の
新
聞
雑
誌
」
が
「
文
芸
欄

を
設
け
て
諸
家
の
文
話
感
想
な
ど
を
掲
げ
出
し
た
」の
を
見
て
、「
一
人
一
家
の
話
説
」

を
出
版
し
た
い
と
希
望
し
て
い
た
。
折
し
も
藤
村
に
、「
文
学
に
趣
味
を
有
つ
人
々
」

か
ら
読
者
の
手
引
き
と
な
る
書
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
往
々
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う

人
々
や
将
来
文
芸
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
の
参
考
に
な
る
冊
子
を
出
版
し
て
は
と
す
す

め
ら
れ
、
田
山
花
袋
な
ど
の
賛
同
を
得
て
「
文
芸
入
門
」
を
出
版
す
る
。『
新
片
町

よ
り
』
の
初
出
発
表
紙
誌
は
、
新
聞
文
芸
欄
で
の
掲
載
を
含
め
、
こ
の
出
版
の
経
緯

と
見
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
新
片
町
よ
り
』「
序
」
に
も
、
文
学
の
「
多
く
の
読
者
が
青
年
男
女
で
あ
る
」
と

書
か
れ
て
い
る
が
、
判
明
し
た
初
出
か
ら
は
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
文
学
愛
好
家
が
考

え
ら
れ
る
よ
り
も
若
い
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。初
出
誌
の『
中
学
世
界
』は
、

五
年
制
の
中
学
校
生
徒
を
読
者
対
象
と
す
る
雑
誌
で
あ

）
₁₀
（

る
。「
庭
に
咲
い
た
三
色
菫

を
手
紙
に
封
じ
入
れ
て
寄

（
よ
こ
）す

」、
数
え
年
「
十
七
歳
の
青
年
」（
一
〇
六
）
は
、
い
わ

ば
読
者
の
一
つ
の
代
表
と
し
て
描
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
中
学
世
界
』
を
初

出
と
す
る
も
の
は
、「
青
年
の
書
」（
四
二
）
な
ど
、
ご
く
短
い
二
〇
篇
を
含
む
。
後

の
感
想
集
に
も
出
て
く
る
格
言
集
の
よ
う
な
こ
の
形
式
は
、
中
学
生
に
向
け
て
書
き

始
め
ら
れ
た
形
式
だ
っ
た
の
で
あ
る
。『
中
学
世
界
』
を
初
出
と
す
る
篇
が
感
想
集
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一
四
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朋　

枝

て
世
の
中
に
出
る
と
い
ふ
本
は
、
大
抵
読
ん
だ
。

　

八
八
10　

入
る
初
め　

↑
入
つ
た
初
め

　

八
八
11　

 

自
分
に
と
つ
て
処
女
作
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
を
公
に
し
た
の
は
、　

↑
本
当
に
自
分
で
文
学
的
生
涯
が
始
ま
つ
た
と
思
ふ
の
は
、

　

八
八
12　

気
が
す
る
。　

↑
気
が
さ
れ
る
。

　

八
八
13　

し
た
も
の
だ
。　

↑
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。

長
谷
川
二
葉
亭
氏
を
悼
む 

（
八
八
頁
）
□

　

初
出
未
詳
。「
解
題
」
に
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
治
四
二
年
五
月
二
八
日
）
初
出

と
あ
る
が
、
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
金
曜
附
録
な
ど
が
散
逸
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
本
文
中
に
「
今
夜
は
氏
の
遺
骨
が
神
戸
へ
着
く
筈
だ
」
と
あ
る
が
、
二
葉

亭
四
迷
の
遺
骨
は
二
九
日
早
朝
に
神
戸
港
着
、
夕
方
に
新
橋
に
向
け
て
出
発
し
た
。

モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
の
小
説
論  

（
九
一
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
八
月
一
九
・
二
〇
・
二
一
・
二
二
・
二
四
日
の『
二
六
新
聞
』「
二
六
文
壇
」

の
頁
の
「
時
代
文
芸
」
欄
に
「
モ
ウ
パ
ツ
サ
ン
の
小
説
論
（
上
・
中
・
下
の
上
・
下

の
中
・
下
の
下
）」の
題
で
掲
載
。
各
日
掲
載
分
の
間
が
単
行
本
で
一
行
空
け
ら
れ
た
。

初
出
総
ル
ビ
。

　

九
一
７　

序
、『
父
と　

↑
序
に
『
父
と

　

九
一
９　

作
物
と
併
せ　

↑
作
物
も
併あ

は

せ

　

九
一
11　

鍵
で
あ
る
。
モ
ウ
パ
ッ
サ
ン　

↑
鍵
で
あ
る
。
／
モ
ウ
パ
ツ
サ
ン

　

九
一
13　

訳
文
に
拠
て
、　

↑
訳
文
を
引
い
て
、

　

九
一
14　

批
評
家
又
は
作
家　

↑
批
評
家
及
び
作
家

　

九
二
８　

も
の
で
は
な
い
か
も　

↑
も
の
で
な
い
か
も

　

九
三
６　

僅
少
で
あ
つ
た
ら
う
か
。　

↑
僅
少
な
の
で
あ
ら
う
か
。

　

九
七
５　

行
為
を
心
理
と
見
て
書
く　

↑
行
為
に
よ
つ
て
心
理
を
書
く

声
（
一
〇
〇
頁
）

　

初
出
未
詳
。『
新
片
町
よ
り
』
刊
行
の
数
ヶ
月
後
に
は
、松
原
至
文
編
『
小
品
文
範
』

（
新
潮
社　

明
42
・
12
・
14
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

浅
草
に
て
（
一
〇
一
頁
）
□

　

明
治
四
二
年
八
月
一
日
発
行
の
『
文
章
世
界
』（
４
―
10
）「
附
録
│
│
日
記
」
欄

に
同
題
で
、
正
宗
白
鳥
、
田
山
花
袋
ら
一
〇
人
と
共
に
掲
載
。
白
鳥
「
一
週
間
の
日

記
」
に
「
文
章
世
界
の
依
頼
に
よ
り
特
に
五
六
日
書
い
て
見
る
こ
と
に
し
た
」
と
あ

る
。
一
〇
二
９
に
つ
い
て
、『
帝
国
文
学
』（
明
42
・
７
・
１
）
に
「
土
産
」、『
新
潮
』

（
同
７
・
１
）
に
「
雑
貨
店
」
が
載
っ
た
。「
弟
子
」
は
『
早
稲
田
文
学
』（
同
６
・
１
）

掲
載
な
の
で
、
六
月
二
三
日
脱
稿
は
あ
り
得
な
い
。「『
雑
貨
店
』
及
び
『
土
産
』」

に
な
る
と
こ
ろ
が
、
単
行
本
か
ら
「
弟
子
」
と
誤
記
さ
れ
た
。
初
出
総
ル
ビ
。

　

一
〇
一
７　

と
い
ふ
話　

↑
と
い
ふ
一
文

　

一
〇
一
13　

大
さ　
（
↑
大お

ほ
きさ

）　

↑
大お

ほ
きさ　

〔
大お

ほ
きさ

〕

　

一
〇
二
９　

 『
雑
貨
店
』
及
び
『
弟
子
』
の
稿
を
終
つ
た
。　

↑
『
帝
国
文
学
』

及
び
『
新
潮
』
へ
約
束
の
草
稿
を
終
つ
た
。

　

一
〇
三
12　

婆
さ
ん
に
笑
は
れ
た　

↑
婆
さ
ん
に
言
は
れ
た

一
五

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

　

一
〇
五
７　

声
は　

↑
声
も

　

一
〇
五
10　

な
か
ら
う
か
、　

↑
な
い
か
、

　

一
〇
五
15　

田
中
等
へ
行
く
。　

↑
田
中
、
小
川
等
へ
行
く
。

　

一
〇
五
18　

 
時
の
も
あ
る
。
小
山
内
君
の
時
は
、　

↑
時
の
も
あ
る
。
小
山
内
君

と
一
緒
の
時
の
も
あ
る
。
小
山
内
君
の
時
は
、

　

一
〇
七
７　

従
順
で　

↑
従
順
に

　

一
〇
七
17　

死
ん
で
居
る　

↑
死
ん
で
居
た

　

一
〇
八
16　

あ
る
驚
く
べ
き
婦
人
の
噂　

↑
あ
る
放
縦
な
婦
人
の
噂

　

一
〇
九
13　

言
出
し
た
。
居
留
地　

↑
言
出
し
て
、
居
留
地

　

一
一
〇
７　

外
に
な
か
つ
た
。
寝
転
ん
で
、
七
月　

↑
外
に
な
か
つ
た
。
七
月
の

　

一
一
〇
９　

 

感か
ん
じ想

を
起
さ
せ
る
…
…
（
↑
感か

ん
そ
う想

を
起
さ
せ
る
…
…
）　

↑
感か

ん
さ
う想

を

起
さ
せ
る
。　
〔
ル
ビ
不
要
〕

　
　
　
　
結
び
、

　
『
新
片
町
よ
り
』
全
56
篇
（「
序
」
を
除
く
）
の
う
ち
、
全
集
に
初
出
記
載
の
あ
る

の
は
27
篇
で
あ
る
が
、
１
篇
は
す
で
に
訂
正
さ
れ
て
い（

８
）た

。
今
回
、
１
篇
（
八
八
）

は
記
載
紙
に
見
あ
た
ら
ず
、２
篇
（
五
六
、七
四
）
は
訂
正
す
べ
き
こ
と
が
判
明
し
た
。

本
稿
で
初
出
を
確
認
し（

９
）た

の
は
51
篇
、
初
出
未
詳
が
５
篇
残
っ
た
。
今
後
も
探
索
を

続
け
た
い
。

　

判
明
し
た
初
出
紙
誌
は
、『
中
学
世
界
』（
22
篇
）、『
文
章
世
界
』（
12
篇
）、『
早

稲
田
文
学
』（
４
篇
半
）、『
新
潮
』（
２
篇
）
の
他
、『
秀
才
文
壇
』『
新
古
文
林
』『
新

天
地
』『
女
子
文
壇
』『
文
庫
』『
中
央
公
論
』『
趣
味
』、そ
し
て
『
信
濃
毎
日
新
聞
』、

『
東
京
毎
日
新
聞
』「
毎
日
文
壇
」
欄
、『
二
六
新
聞
』「
二
六
文
壇
」、『
読
売
新
聞
』「
日

曜
附
録
」
で
あ
る
。
掲
載
誌
は
主
に
若
い
文
学
愛
好
家
向
け
の
雑
誌
と
い
え
、
特
に

『
文
章
世
界
』『
秀
才
文
壇
』『
女
子
文
壇
』『
文
庫
』
は
投
書
雑
誌
で
も
あ
る
。

　
『
新
片
町
よ
り
』
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
な
佐
久
良
書
房
同
人
「『
文
芸
入
門
』

第
一
篇
の
後
に
」
が
付
い
て
い
る
（
六
〇
一
）。「
近
頃
の
新
聞
雑
誌
」
が
「
文
芸
欄

を
設
け
て
諸
家
の
文
話
感
想
な
ど
を
掲
げ
出
し
た
」の
を
見
て
、「
一
人
一
家
の
話
説
」

を
出
版
し
た
い
と
希
望
し
て
い
た
。
折
し
も
藤
村
に
、「
文
学
に
趣
味
を
有
つ
人
々
」

か
ら
読
者
の
手
引
き
と
な
る
書
を
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
往
々
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う

人
々
や
将
来
文
芸
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
の
参
考
に
な
る
冊
子
を
出
版
し
て
は
と
す
す

め
ら
れ
、
田
山
花
袋
な
ど
の
賛
同
を
得
て
「
文
芸
入
門
」
を
出
版
す
る
。『
新
片
町

よ
り
』
の
初
出
発
表
紙
誌
は
、
新
聞
文
芸
欄
で
の
掲
載
を
含
め
、
こ
の
出
版
の
経
緯

と
見
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
新
片
町
よ
り
』「
序
」
に
も
、
文
学
の
「
多
く
の
読
者
が
青
年
男
女
で
あ
る
」
と

書
か
れ
て
い
る
が
、
判
明
し
た
初
出
か
ら
は
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
文
学
愛
好
家
が
考

え
ら
れ
る
よ
り
も
若
い
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。初
出
誌
の『
中
学
世
界
』は
、

五
年
制
の
中
学
校
生
徒
を
読
者
対
象
と
す
る
雑
誌
で
あ

）
₁₀
（

る
。「
庭
に
咲
い
た
三
色
菫

を
手
紙
に
封
じ
入
れ
て
寄

（
よ
こ
）す

」、
数
え
年
「
十
七
歳
の
青
年
」（
一
〇
六
）
は
、
い
わ

ば
読
者
の
一
つ
の
代
表
と
し
て
描
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
中
学
世
界
』
を
初

出
と
す
る
も
の
は
、「
青
年
の
書
」（
四
二
）
な
ど
、
ご
く
短
い
二
〇
篇
を
含
む
。
後

の
感
想
集
に
も
出
て
く
る
格
言
集
の
よ
う
な
こ
の
形
式
は
、
中
学
生
に
向
け
て
書
き

始
め
ら
れ
た
形
式
だ
っ
た
の
で
あ
る
。『
中
学
世
界
』
を
初
出
と
す
る
篇
が
感
想
集
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に
収
録
さ
れ
る
の
は
、「
遠
野
物
語
」（
明
43
・
７
。
次
の
『
後
の
新
片
町
よ
り
』
所

収
）が
最
後
で
あ
る
。
感
想
集
の
読
者
の
年
齢
層
が
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

内
容
か
ら
見
れ
ば
収
録
さ
れ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
の
に
、『
新
片
町
よ
り
』
に

収
録
さ
れ
な
か
っ
た
随
筆
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
現
時
の
小
説
に
就
い
て
」
は
、
局

部
で
は
な
く
広
大
な
同
情
を
も
っ
て
物
事
を
根
本
か
ら
観
る
こ
と
を
説
き
、
有
力
誌

『
太
陽
』
に
掲
載
さ
れ
た
（
明
40
・
８
）。
ま
た
、「
小
説
の
題
の
つ
け
方
」
は
収
録

篇
の
多
い
『
文
章
世
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
（
明
40
・
11
）。
こ
れ
ら
が
収
録
さ
れ
な

か
っ
た
理
由
は
、『
新
片
町
よ
り
』
が
、
年
若
い
読
者
に
向
け
て
編
ま
れ
た
か
ら
で

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

藤
村
は
『
中
学
世
界
』
に
「
私
は
青
年
諸
君
に
│
│
殊
に
文
学
に
志
す
青
年
諸
君

に
忠
実
な
日
記
を
つ
け
る
こ
と
を
勧
め
る
」（
四
八
）と
書
い
た
。『
新
片
町
よ
り
』は
、

「
浅
間
の
麓
」
か
ら
は
じ
ま
り
、『
文
章
世
界
』「
附
録
│
│
日
記
」
欄
掲
載
の
「
日
記
」

を
掲
げ
た
「
浅
草
よ
り
」
で
終
わ
る
。
こ
の
「
日
記
」
に
は
、
信
州
の
新
聞
に
「
浅

間
の
麓
」
を
発
表
し
て
か
ら
小
諸
の
人
達
が
訪
ね
て
き
た
こ
と
や
、
友
人
と
『
姉
と

妹
』
発
売
禁
止
の
話
を
し
た
こ
と
な
ど
、『
新
片
町
よ
り
』
全
体
に
関
わ
る
日
々
の

動
静
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
最
終
篇
「
浅
草
よ
り
」
は
、
全
篇
を
振
り
返
っ
て
首
尾
を

整
え
る
と
共
に
、
青
年
達
に
勧
め
る
「
日
記
」
が
随
想
の
源
と
な
る
こ
と
を
示
す
実

践
例
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

51
篇
中
８
篇
は
、
も
と
が
談
話
で
あ
っ
た
。
単
行
本
で
削
除
さ
れ
た
「
山
国
の
新

平
民
」（
七
七
）
初
出
導
入
部
分
か
ら
は
、
こ
の
篇
が
談
話
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
談
叢
」
欄
の
存
在
を
見
れ
ば
、
当
時
、
談
話

を
重
ん
じ
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

　

初
出
紙
誌
に
欄
名
が
あ
る
も
の
に
は
そ
れ
ぞ
れ
欄
名
を
記
し
た
。
初
出
は
、「
本

欄
」・「
雑
録
」・「
談
叢
」・「
論
叢
」（
五
二
）・「
論
説
」
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

談
話
は
、「
談
叢
」
欄
だ
け
で
な
く
、「
本
欄
」
や
「
雑
録
」
欄
に
も
掲
載
さ
れ
た
。『
早

稲
田
文
学
』「
論
説
」
欄
（「
本
欄
」
の
改
名
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
浅
草
よ
り
」（
五
三
）

に
つ
い
て
、
藤
村
は
「
漫
筆
を
書
い
た
」（
六
二
２
の
初
出
）
と
書
い
て
い
る
。
欄

名
が
、
必
ず
し
も
執
筆
者
の
意
識
と
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
も
見
え
て
く
る
。

　

校
異
作
成
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
校
訂
本
文
に
つ
い
て
は
、
脱
落
行
（
七
六
19
）

な
ど
、
各
箇
所
に
〔　

〕
で
記
し
た
。
全
集
の
ル
ビ
に
は
、
初
出
と
も
単
行
本
と
も

異
な
る
、
疑
問
の
あ
る
も
の
が
あ
り
、
ル
ビ
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
は
記
し
た

（
二
〇
３
、
三
六
12
、
六
九
７
、一
一
〇
９
、
等
）。

　

単
行
本
本
文
は
、
基
本
的
に
は
初
出
本
文
か
ら
よ
り
わ
か
り
や
す
い
文
に
改
稿
さ

れ
て
い
る
。「
や
う
な
」（
一
一
２
）、「
と
思
ひ
ま
す
」（
四
〇
18
）
な
ど
が
削
除
さ

れ
て
断
定
の
形
に
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
、「
外
面
と
内
面
」（
四
九
２
）
の
よ
う
に
、

初
出
の
「
外
面
の
描
写
は
軈や

が

て
内
面
の
描
写
で
あ
る
」
を
見
て
は
じ
め
て
篇
題
の
意

味
が
わ
か
る
も
の
も
あ
る
。
感
想
集
で
は
、人
名
に
付
さ
れ
た
「
君
」
が
目
立
つ
が
、

初
出
で
は
「
徳
田
秋
江
さ
ん
」「
島
村
抱
月
氏
」（
六
二
４
、５
）、「
高
山
樗
牛
君
」

（
六
三
17
）
な
ど
と
使
い
分
け
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、「
君
」
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
も

わ
か
る
。

　
『
新
片
町
よ
り
』
を
刊
行
し
た
時
、
藤
村
は
『
破
戒
』（
明
39
・
３
）
で
「
小
説
壇

の
新
気
運
」
を
起
こ
し
（
前
出
の
全
集
二
三
頁
初
出
「
彙
報
」
欄
）、『
春
』
を
刊
行

（
明
41
・
10
）
し
た
翌
年
の
満
三
七
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
藤
村
が
、
主
に
一
〇
代
後

半
と
い
え
そ
う
な
若
い
読
者
に
向
け
て
ま
と
め
た
も
の
が
、
一
冊
目
の
感
想
集
だ
っ

一
七

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
作
家
と
読
者
が
共
に
若
い
と
い
う
『
新
片
町
よ
り
』
の
特

徴
は
、
明
治
末
文
学
の
一
面
を
如
実
に
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

注
（
１
）　

藪
禎
子
「
解
説
」（『
作
家
の
随
想
４　

島
崎
藤
村
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
六
）。
藪
氏
は
、「『
感
想
集
』と
は
っ
き
り
表
題
に
据
え
て
い
る
の
は
、

『
飯
倉
だ
よ
り
』『
市
井
に
あ
り
て
』『
桃
の
雫
』の
三
冊
だ
が
、『
新
片
町
よ
り
』

『
後
の
新
片
町
よ
り
』『
春
を
待
ち
つ
ゝ
』
の
三
冊
も
、
表
記
さ
れ
て
い
な
い

だ
け
で
、
実
質
は
同
じ
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
通
説
通
り
、
本
稿

で
も
、
こ
れ
ら
を
六
冊
の
感
想
集
と
す
る
。
感
想
集
は
、
現
在
の
言
葉
で
は

随
筆
集
と
い
え
よ
う
。

（
２
）　
『
戦
争
と
巴
里
』
な
ど
紀
行
文
集
の
初
出
掲
載
は
、
数
種
の
新
聞
雑
誌
に

限
定
さ
れ
る
。

（
３
）　

浦
西
和
彦
「『
藤
村
全
集
』
逸
文
紹
介
」（『
島
崎
藤
村
研
究
』

一
九
九
一
・
九
）。

（
４
）　

縦
１５６
㎜
×
横
１１０
㎜
で
文
庫
本
の
大
き
さ
に
近
く
、
厚
さ
30
ｍ
ｍ
。
第
二
篇

は
田
山
花
袋
『
イ
ン
ク
壺
』（
明
42
・
11
）。

（
５
）　

夫
れ
↑
其そ

れ
（
一
八
14
）、
そ
の
上
↑
其
上
（
五
六
７
）、
想
ひ
到
つ
た
↑

思
ひ
至
つ
た
（
七
〇
９
）
な
ど
。
な
お
、
単
行
本
の
総
ル
ビ
は
す
べ
て
が
藤

村
自
身
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

（
６
）　

小
池
健
男
「『
ル
ウ
ソ
オ
の
『
懺
悔
』
中
に
見
出
し
た
る
自
己
』」（『
島
崎

藤
村
研
究
』
一
九
八
六
・
三
）

（
７
）　

拙
稿
「『
藤
村
全
集
』
の
訂
正
と
書
誌
的
問
題
点
」（『
神
女
大
国
文
』

二
〇
一
三
・
三
）

（
８
）　
（
６
）
に
同
じ
。

（
９
）　

拙
稿
「『
藤
村
全
集
』
感
想
集
、
童
話
集
の
初
出
」（『
島
崎
藤
村
研
究
』

二
〇
一
二
・
九
）
で
初
出
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
を
含
む
。

（
10
）　
『
中
学
世
界
』
読
者
の
中
の
文
学
愛
好
家
は
、
卒
業
後
ひ
き
続
い
て
同
じ

博
文
館
刊
『
文
章
世
界
』
の
読
者
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

付
記

　

藤
村
の
作
品
中
に
は
、
今
日
の
人
権
意
識
か
ら
見
て
不
適
切
な
表
現
が
あ
る
が
、

歴
史
的
事
実
を
正
確
に
知
る
た
め
に
、
原
文
の
ま
ま
記
し
た
。
な
お
校
異
の
作
成
に

つ
い
て
は
、
京
都
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
浅
井
航
洋
氏
の
協
力
を
得
た
。
本
稿
は

Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費 JP25370249

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
藤
村
、
感
想
集
、
初
出
、
校
異
、
読
者
、
随
筆
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一
六

永　

渕　

朋　

枝

に
収
録
さ
れ
る
の
は
、「
遠
野
物
語
」（
明
43
・
７
。
次
の
『
後
の
新
片
町
よ
り
』
所

収
）が
最
後
で
あ
る
。
感
想
集
の
読
者
の
年
齢
層
が
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

内
容
か
ら
見
れ
ば
収
録
さ
れ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
の
に
、『
新
片
町
よ
り
』
に

収
録
さ
れ
な
か
っ
た
随
筆
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
現
時
の
小
説
に
就
い
て
」
は
、
局

部
で
は
な
く
広
大
な
同
情
を
も
っ
て
物
事
を
根
本
か
ら
観
る
こ
と
を
説
き
、
有
力
誌

『
太
陽
』
に
掲
載
さ
れ
た
（
明
40
・
８
）。
ま
た
、「
小
説
の
題
の
つ
け
方
」
は
収
録

篇
の
多
い
『
文
章
世
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
（
明
40
・
11
）。
こ
れ
ら
が
収
録
さ
れ
な

か
っ
た
理
由
は
、『
新
片
町
よ
り
』
が
、
年
若
い
読
者
に
向
け
て
編
ま
れ
た
か
ら
で

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

藤
村
は
『
中
学
世
界
』
に
「
私
は
青
年
諸
君
に
│
│
殊
に
文
学
に
志
す
青
年
諸
君

に
忠
実
な
日
記
を
つ
け
る
こ
と
を
勧
め
る
」（
四
八
）と
書
い
た
。『
新
片
町
よ
り
』は
、

「
浅
間
の
麓
」
か
ら
は
じ
ま
り
、『
文
章
世
界
』「
附
録
│
│
日
記
」
欄
掲
載
の
「
日
記
」

を
掲
げ
た
「
浅
草
よ
り
」
で
終
わ
る
。
こ
の
「
日
記
」
に
は
、
信
州
の
新
聞
に
「
浅

間
の
麓
」
を
発
表
し
て
か
ら
小
諸
の
人
達
が
訪
ね
て
き
た
こ
と
や
、
友
人
と
『
姉
と

妹
』
発
売
禁
止
の
話
を
し
た
こ
と
な
ど
、『
新
片
町
よ
り
』
全
体
に
関
わ
る
日
々
の

動
静
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
最
終
篇
「
浅
草
よ
り
」
は
、
全
篇
を
振
り
返
っ
て
首
尾
を

整
え
る
と
共
に
、
青
年
達
に
勧
め
る
「
日
記
」
が
随
想
の
源
と
な
る
こ
と
を
示
す
実

践
例
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

51
篇
中
８
篇
は
、
も
と
が
談
話
で
あ
っ
た
。
単
行
本
で
削
除
さ
れ
た
「
山
国
の
新

平
民
」（
七
七
）
初
出
導
入
部
分
か
ら
は
、
こ
の
篇
が
談
話
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
談
叢
」
欄
の
存
在
を
見
れ
ば
、
当
時
、
談
話

を
重
ん
じ
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

　

初
出
紙
誌
に
欄
名
が
あ
る
も
の
に
は
そ
れ
ぞ
れ
欄
名
を
記
し
た
。
初
出
は
、「
本

欄
」・「
雑
録
」・「
談
叢
」・「
論
叢
」（
五
二
）・「
論
説
」
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

談
話
は
、「
談
叢
」
欄
だ
け
で
な
く
、「
本
欄
」
や
「
雑
録
」
欄
に
も
掲
載
さ
れ
た
。『
早

稲
田
文
学
』「
論
説
」
欄
（「
本
欄
」
の
改
名
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
浅
草
よ
り
」（
五
三
）

に
つ
い
て
、
藤
村
は
「
漫
筆
を
書
い
た
」（
六
二
２
の
初
出
）
と
書
い
て
い
る
。
欄

名
が
、
必
ず
し
も
執
筆
者
の
意
識
と
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
も
見
え
て
く
る
。

　

校
異
作
成
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
校
訂
本
文
に
つ
い
て
は
、
脱
落
行
（
七
六
19
）

な
ど
、
各
箇
所
に
〔　

〕
で
記
し
た
。
全
集
の
ル
ビ
に
は
、
初
出
と
も
単
行
本
と
も

異
な
る
、
疑
問
の
あ
る
も
の
が
あ
り
、
ル
ビ
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
は
記
し
た

（
二
〇
３
、
三
六
12
、
六
九
７
、一
一
〇
９
、
等
）。

　

単
行
本
本
文
は
、
基
本
的
に
は
初
出
本
文
か
ら
よ
り
わ
か
り
や
す
い
文
に
改
稿
さ

れ
て
い
る
。「
や
う
な
」（
一
一
２
）、「
と
思
ひ
ま
す
」（
四
〇
18
）
な
ど
が
削
除
さ

れ
て
断
定
の
形
に
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
、「
外
面
と
内
面
」（
四
九
２
）
の
よ
う
に
、

初
出
の
「
外
面
の
描
写
は
軈や

が

て
内
面
の
描
写
で
あ
る
」
を
見
て
は
じ
め
て
篇
題
の
意

味
が
わ
か
る
も
の
も
あ
る
。
感
想
集
で
は
、人
名
に
付
さ
れ
た
「
君
」
が
目
立
つ
が
、

初
出
で
は
「
徳
田
秋
江
さ
ん
」「
島
村
抱
月
氏
」（
六
二
４
、５
）、「
高
山
樗
牛
君
」

（
六
三
17
）
な
ど
と
使
い
分
け
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、「
君
」
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
も

わ
か
る
。

　
『
新
片
町
よ
り
』
を
刊
行
し
た
時
、
藤
村
は
『
破
戒
』（
明
39
・
３
）
で
「
小
説
壇

の
新
気
運
」
を
起
こ
し
（
前
出
の
全
集
二
三
頁
初
出
「
彙
報
」
欄
）、『
春
』
を
刊
行

（
明
41
・
10
）
し
た
翌
年
の
満
三
七
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
藤
村
が
、
主
に
一
〇
代
後

半
と
い
え
そ
う
な
若
い
読
者
に
向
け
て
ま
と
め
た
も
の
が
、
一
冊
目
の
感
想
集
だ
っ

一
七

藤
村
『
新
片
町
よ
り
』
の
成
立
と
読
者

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
作
家
と
読
者
が
共
に
若
い
と
い
う
『
新
片
町
よ
り
』
の
特

徴
は
、
明
治
末
文
学
の
一
面
を
如
実
に
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

注
（
１
）　

藪
禎
子
「
解
説
」（『
作
家
の
随
想
４　

島
崎
藤
村
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
六
）。
藪
氏
は
、「『
感
想
集
』と
は
っ
き
り
表
題
に
据
え
て
い
る
の
は
、

『
飯
倉
だ
よ
り
』『
市
井
に
あ
り
て
』『
桃
の
雫
』の
三
冊
だ
が
、『
新
片
町
よ
り
』

『
後
の
新
片
町
よ
り
』『
春
を
待
ち
つ
ゝ
』
の
三
冊
も
、
表
記
さ
れ
て
い
な
い

だ
け
で
、
実
質
は
同
じ
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
通
説
通
り
、
本
稿

で
も
、
こ
れ
ら
を
六
冊
の
感
想
集
と
す
る
。
感
想
集
は
、
現
在
の
言
葉
で
は

随
筆
集
と
い
え
よ
う
。

（
２
）　
『
戦
争
と
巴
里
』
な
ど
紀
行
文
集
の
初
出
掲
載
は
、
数
種
の
新
聞
雑
誌
に

限
定
さ
れ
る
。

（
３
）　

浦
西
和
彦
「『
藤
村
全
集
』
逸
文
紹
介
」（『
島
崎
藤
村
研
究
』

一
九
九
一
・
九
）。

（
４
）　

縦
１５６
㎜
×
横
１１０
㎜
で
文
庫
本
の
大
き
さ
に
近
く
、
厚
さ
30
ｍ
ｍ
。
第
二
篇

は
田
山
花
袋
『
イ
ン
ク
壺
』（
明
42
・
11
）。

（
５
）　

夫
れ
↑
其そ

れ
（
一
八
14
）、
そ
の
上
↑
其
上
（
五
六
７
）、
想
ひ
到
つ
た
↑

思
ひ
至
つ
た
（
七
〇
９
）
な
ど
。
な
お
、
単
行
本
の
総
ル
ビ
は
す
べ
て
が
藤

村
自
身
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

（
６
）　

小
池
健
男
「『
ル
ウ
ソ
オ
の
『
懺
悔
』
中
に
見
出
し
た
る
自
己
』」（『
島
崎

藤
村
研
究
』
一
九
八
六
・
三
）

（
７
）　

拙
稿
「『
藤
村
全
集
』
の
訂
正
と
書
誌
的
問
題
点
」（『
神
女
大
国
文
』

二
〇
一
三
・
三
）

（
８
）　
（
６
）
に
同
じ
。

（
９
）　

拙
稿
「『
藤
村
全
集
』
感
想
集
、
童
話
集
の
初
出
」（『
島
崎
藤
村
研
究
』

二
〇
一
二
・
九
）
で
初
出
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
を
含
む
。

（
10
）　
『
中
学
世
界
』
読
者
の
中
の
文
学
愛
好
家
は
、
卒
業
後
ひ
き
続
い
て
同
じ

博
文
館
刊
『
文
章
世
界
』
の
読
者
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

付
記

　

藤
村
の
作
品
中
に
は
、
今
日
の
人
権
意
識
か
ら
見
て
不
適
切
な
表
現
が
あ
る
が
、

歴
史
的
事
実
を
正
確
に
知
る
た
め
に
、
原
文
の
ま
ま
記
し
た
。
な
お
校
異
の
作
成
に

つ
い
て
は
、
京
都
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
浅
井
航
洋
氏
の
協
力
を
得
た
。
本
稿
は

Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費 JP25370249

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
藤
村
、
感
想
集
、
初
出
、
校
異
、
読
者
、
随
筆


